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C O N P A S(1)

型
枠
共
有
な
ど
で
協
力
し
あ
い

な
が
ら
、
将
来
の
環
境
変
化
に

向
け
た
対
応
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
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協
定
と
そ
の
責
任
、
ま
た
公
共

事
業
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
維
持

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
業
予
算
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
見
解
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

と
し
て
も
、
第
三
次
安
倍
政
権

の
発
足
に
よ
る
『
新
三
本
の
矢
』

に
か
ら
め
た
景
気
浮
揚
策
と
し

て
の
大
掛
か
り
な
補
正
予
算
を

早
期
に
確
保
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

メ
ー
カ
ー
相
互
で
製
品
供
給
や

わ
せ
て
開
会
を
宣
言
し
、
例
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。　続

い
て
松
﨑
会
長
か
ら
新
規
入

会
会
員
へ
の
謝
辞
、
災
害
と
防
災

を
受
け
る
と
予
想
さ
れ
る
農
業
に

関
連
す
る
予
算
が
増
額
さ
れ
る
と

見
込
ま
れ
、
大
き
な
災
害
の
も
と

と
な
る
未
整
備
河
川
の
整
備
や
耐

用
年
数
を
超
え
た
橋
梁
・
ト
ン
ネ

ル
等
の
維
持
管
理
も
必
要
と
な

る
。
20
年
後
に
は
維
持
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
コ
ス
ト
が
５
．
５
兆
円
と

な
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
し
か
し
、

１
，
０
０
０
兆
円
を
超
え
る
国
の

借
金
が
あ
る
な
か
で
『
更
新
・
新

設
』と
『
維
持
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
』
そ

れ
ぞ
れ
に
６
兆
円
近
い
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
だ
と

も
思
え
る
。

国
土
強
靭
化
策
と
補
正
予
算

　関
連
す
る
各
方
面
で
『
国
土
強

靭
化
』
の
名
の
も
と
に
予
算
確
保

に
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

我
わ
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業
界

変
化
の
時
代
は
相
互
の
協
力
で

厳
し
い
財
政
下
に
、
新
設
か
維
持
・
メ
ン
テ
か
・
・
・

　平
成
27
年
10
月
20
日
（
火
）
、「
平

成
二
十
七
年
度
第
一
回
例
会
」
が

熊
本
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
で

開
催
さ
れ
、
会
員
社
約
65
名
が
出

　当
協
会
で
は
設
立
当
初
か
ら
重

要
施
策
の
一
環
と
し
て
会
員
増
強

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
正

会
員
３
社
・
準
会
員
１
社
・
賛
助
会

員
１
社
に
入
会
い
た
だ
い
た
こ
と

は
協
会
活
動
に
更
な
る
発
展
に
必

須
で
あ
り
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ

て
い
る
。

維
持
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
シ
フ
ト

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
農
業
予
算

　さ
て
、
今
年
も
鬼
怒
川
の
堤
防

決
壊
に
よ
る
水
害
を
は
じ
め
台
風

席
し
ま
し
た
。

　例
会
の
司
会
担
当
・
松
山
総
務

企
画
委
員
が
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
発
表
、
茂
森
副
会
長
が
地
元
理

事
と
し
て
来
熊
歓
迎
の
挨
拶
と
あ

・
大
雨
の
影
響
で
全
国
各
地
に
甚

大
な
被
害
が
頻
発
し
た
。
当
協
会

は
全
国
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業

界
団
体
に
先
駆
け
て
、
九
州
地
方

整
備
局
と
災
害
時
の
支
援
協
定
を

今
年
の
３
月
に
締
結
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
業
界
と
し
て
の
役
割

と
責
任
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　一
方
、
業
界
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
急

激
に
厳
し
い
環
境
と
な
っ
た
と
感

じ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
大

幅
な
需
要
減
少
が
見
受
け
ら
れ

る
。
公
共
事
業
投
資
の
内
容
が
従

来
と
少
し
ず
つ
変
化
し
て
お
り
、

『
維
持
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
』
へ
の
シ

フ
ト
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　ま
た
今
後
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

〈
会
長
挨
拶
の
要
旨
〉

例　会　会　場　全　景

平
成
二
十
七
年
度
第
一
回
例
会

　熊
本
市
で
開
催

会長挨拶（松﨑会長）
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　新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

立
春
を
過
ぎ
る
と
春
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
一
体
、
春
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で

を
云
う
の
で
し
ょ
う
か
。
二
十
四
季

節
、
旧
暦
、
西
洋
歴
、
気
象
学
上
、
天
文

学
上
そ
れ
ぞ
れ
定
義
が
違
う
よ
う
で

す
。　さ

て
、
１
月
24
日
か
ら
九
州
地
方

は
記
録
的
な
寒
波
に
襲
わ
れ
て
交
通

も
水
道
管
も
大
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
ま

し
た
。
原
油
価
格
の
暴
落
、
中
国
経
済

の
減
速
に
始
ま
っ
た
株
価
の
暴
落
な

ど
世
界
経
済
そ
っ
く
り
で
す
。
気
象

も
経
済
も
人
間
の
手
に
負
え
な
い
暴

れ
ん
坊
将
軍
、
そ
し
て
ジ
ワ
リ
と

づ
っ
し
り
と
我
々
の
仕
事
に
も
影
響

を
あ
た
え
て
き
ま
す
。
踊
り
狂
う
ほ

ど
の
好
景
気
は
期
待
し
な
い
が
地
道

な
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
な
見
通
し

の
良
い
今
年
の
景
気
回
復
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
様
の
お
か
げ
で
コ
ン
パ
ス
も
24

号
に
な
り
ま
し
た
。
協
会
の
活
動
と

会
員
の
皆
様
の
情
報
、
親
睦
の
た
め

に
ご
意
見
、
ご
寄
稿
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員
長
（
福
岡
）
上
田
泰
博

　記

麻生商事 ( 株 )
820-0609
福岡県嘉穂郡桂川町吉隈 430-27 0948-20-2020

大野コンクリート ( 株 )
819-0036
福岡県福岡市西区大字吉武 61-1 092-811-6677

( 株 ) 柏木興産
812-0006
福岡県福岡市博多区上牟田 1丁目 27 番 1 092-473-7858

( 株 ) 九コン
810-0062
福岡県福岡市中央区荒戸 3丁目 4番 16 号 092-741-5731

九州高圧コンクリート工業 (株 )
815-0035
福岡県福岡市南区向野 1丁目 13 番 14 号 092-554-6660

共和コンクリート工業 ( 株 ) 九州営業部
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 8番 24 号 092-262-5755

ケイコン ( 株 ) 九州支店
812-0013
福岡県福岡市博多区博多駅東 2丁目 13-26 092-471-1784

小倉セメント製品工業 ( 株 )
802-0052
福岡県北九州市小倉北区霧ヶ丘 3-11-10 093-921-0136

昭和コンクリート工業 ( 株 ) 九州支店
812-0016
福岡県福岡市博多区博多駅南 4丁目 2-10 092-472-6463

大建コンクリート工業 ( 株 )
838-0223
福岡県朝倉郡筑前町砥上 2220 0946-42-3131

中里産業 ( 株 )
822-1405
福岡県田川郡香春町中津原 2787 0947-32-2132

( 株 ) ハセガワ 福岡県行橋市大字稲童 3649 番地 1 0930-23-1771

本田工業 ( 株 )
839-1342
福岡県うきは市吉井町生葉 636 0943-75-4161

水谷建設工業 ( 株 )
825-0001
福岡県田川市大字伊加利 2193 番地 0947-44-2111

安永セメント工業 (有 )
833-0012
福岡県筑後市大字溝口 920-1 0942-53-3329

( 株 ) ヤマウ 福岡県福岡市早良区東入部 5丁目 15-7 092-872-3301

大協コンクリート (株 ) 佐賀県神埼市神埼町志波屋 1956 0952-52-9763

不二コンクリート工業(株)
843-0233
佐賀県武雄市東川登町大字永野 7552-2 0954-23-1211

馬渡商会 ( 株 )
843-0001
佐賀県武雄市朝日町大字甘久 3498-2 0954-23-4145

Ｈ．Ｏ．Ｃ( 株 )
856-0835
長崎県大村市久原 2丁目 1533-2 0957-53-2112

三和コンクリート工業(株 )
863-0021
熊本県天草市港町 16-13 0969-22-5124

土佐屋コンクリート工業 ( 株 ) 熊本県熊本市中央区坪井 6丁目 38 番 15 号 096-343-3855

不二高圧コンクリート(株 )
861-4114
熊本県熊本市南区野田 1丁目 4番 72 号 096-358-8585

南九州コンクリート(株)
866-0033
熊本県八代市港町 262-57 0965-37-0124

( 株 ) ヤマックス
862-0950
熊本県熊本市中央区水前寺 3丁目 9番 5号 096-381-6300

( 株 ) 和商一
868-0415
熊本県球磨郡あさぎり町免田西 3003-2 0966-45-1251

( 株 ) 池永セメント工業所
879-7761
大分県大分市大字中戸次 4763 097-597-3113

大建コンクリート ( 株 )
879-1313
大分県杵築市山香町速見インター工業団地 0977-44-6262

九州中川ヒューム管工業 ( 株 )
880-0211
宮崎県宮崎市佐土原町下田島 20048 0985-73-1511

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

842-0121

860-0863

インフラテック ( 株 )
892-0821
鹿児島県鹿児島市与次郎 2丁目 7番 25 号 099-252-9911

鹿児島共和コンクリート工業 ( 株 )
895-1106

099-225-3881

福

　
　
岡

　
　
県

佐

　
　
賀

　
　
県
長
崎
県

熊

　
　
本

　
　
県

大 

分 

県
宮
崎
県

鹿

　
児

　
島

　
県

( 有 ) 太陽コンクリート工業
891-0144
鹿児島県鹿児島市光山 2丁目 1番 60 号 099-261-6911

( 株 ) 大建
891-1301
鹿児島県鹿児島市西佐多町 942 番地 1 099-295-1151

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

（平成 28 年 3 月 1 日　現在）

●九州コンクリート製品協会　会員名簿●

検索

は

インターネットでも閲覧可能です！！

九州コンクリート製品協会

九州コンクリート製品協会ＨＰより
Ｗｅｂ　Ｃｏｎｐａｓのサイトに移動して下さい。

811-1102

824-0022

北南コンクリート (株 )
891-3101
鹿児島県西之表市西之表 14175 番地 0997-23-1878

( 株 ) 技建
901-1207
沖縄県南城市大里字古堅 1246 番地 098-945-2787

和光コンクリート工業 ( 株 )
883-0051
宮崎県日向市向江町 2丁目 125 番地 0982-52-3610

麻生セメント ( 株 )　福岡支店
814-0001
福岡県福岡市早良区百道浜二丁目 4番 27 号 092-833-5110

( 有 ) 稲佐鉄工所
824-0043
福岡県行橋市大字流末 1138-1 0930-23-3233

宇島技研 ( 有 )
828-0022
福岡県豊前市大字宇島 522 番 20 0979-82-2811

宇部三菱セメント ( 株 ) 九州支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 12 番 20 号 092-752-6101

( 株 ) オンガ
811-4301
福岡県遠賀郡遠賀町島津 464-1 093-293-3635

住友大阪セメント ( 株 )　福岡支店
812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1丁目 2番 5号 092-441-1441

( 株 ) ダイクレ　九州支店
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 5番 18 号 092-262-8765

太平洋セメント ( 株 )　九州支店
812-0018
福岡県福岡市博多区住吉 1-2-25 092-263-8455

( 株 ) チヨダマシナリー　福岡支店
816-0912
福岡県大野城市牛頸 4丁目 4-21-102 092-596-8314

( 株 ) トクヤマ　福岡支店 福岡県福岡市中央区天神 1丁目 14 番 16 号 092-732-6677

西村工業 ( 株 )
820-1111
福岡県飯塚市勢田 2067-9 09496-6-4117

日工 ( 株 )　九州支店
816-0922
福岡県大野城市山田 3丁目 10 番 24 号 092-574-6211

BASF ジャパン ( 株 ) 九州エリア
812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1-4-1 092-481-1271

日吉化学工業 ( 株 )
808-0074
福岡県北九州市若松区藤ノ木 3丁目 2番 39 号 093-791-3233

ヒロセ ( 株 )　補強土橋梁部 福岡県福岡市博多区奈良屋町 2番 1号 092-283-7320

福岡金網工業 ( 株 )
812-0041
福岡県福岡市博多区吉塚 1丁目 3番 11 号 092-621-3000

森山工業 ( 株 )
830-0075
福岡県久留米市大善寺町黒田 53-1 0942-27-1147

( 有 ) 大東運輸
859-1414
長崎県島原市有明町大三東丁 671-1 0957-68-1800

810-0001

812-0023

( 株 ) 不二宮製作所
864-0025
熊本県荒尾市高浜字前 1825-50 0968-68-1318

( 株 ) 浜崎コンクリート工業
894-1508
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 1114-69 0997-72-1179

賛

　
　
助

　
　
会

　
　
員

沖
縄
県

鹿
児
島
県

※本文中のカットは馬出博文氏　（中津市在住）の作品です。
※住所変更などある場合は、早めに事務局へご連絡ください。

( 株 ) センコン 鹿児島県薩摩川内市東郷町斧淵 2900 番 0996-21-6282

890-0062

鹿児島県鹿児島市名山町 1番 3号

( 株 ) 宝機材
501-0222
岐阜県瑞穂市別府 1723-1 058-327-2222

トヨタ工機 ( 株 )
183-0035
東京都府中市四谷 6丁目 12-8 0952-53-2131

( 株 ) 日栄商事
501-6236
岐阜県羽島市江吉良町江中 7-16 058-398-3611

富国石油 ( 株 )
410-0011
静岡県沼津市岡宮 949 番地の 8 055-921-4331

準
会
員



C O N P A S (2)

日
時
　
平
成
27
年
10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
15
時
30
分
　
～
　
16
時
45
分

場
所
　
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
（
熊
本
市
中
央
区
）

議
事
次
第

一
　
開
会
宣
言
（
茂
森
副
会
長
）

二
　
会
長
挨
拶
（
松
﨑
会
長
）

三
　
出
席
者
数
の
報
告

　
正
会
員
27
社
、
学
界
正
会
員
１
名

　
準
会
員
１
社
、
賛
助
会
員
15
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
64
名

四
　
資
料
の
確
認

五
　
報
告
事
項

　
①
理
事
会
　
活
動
報
告

　
・
理
事
会
の
組
織
体
制

　
・
理
事
会
開
催
報
告

　
・
協
会
の
施
策
お
よ
び
目
指
す
べ

き
き
方
向

　
②
総
務
企
画
委
員
会
　
活
動
報
告

　
・
総
務
企
画
委
員
会
の
組
織
体
制

　
・
総
務
企
画
委
員
会
開
催
報
告

　
・
総
会
及
び
例
会
並
び
に
九
州
か

た
た
ま
り
会
開
催
報
告

　
③
広
報
委
員
会
　
活
動
報
告

　
・
広
報
委
員
会
の
組
織
体
制

　
・
広
報
委
員
会
開
催
報
告

　
・
今
年
度
の
広
報
委
員
会
活
動
に

つ
つ
い
て

　
・
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
23
号
の
紹
介

　
④
市
場
調
査
委
員
会
　
活
動
報
告

　
・
市
場
調
査
委
員
会
開
催
報
告

　
・
市
場
調
査
委
員
会
の
組
織
体
制

（
１
）
理
事
会
及
び
各
委
員
会
の

活
動
報
告
。

そ
の
後
、
地
元
・
熊
本
県
担
当

の
岸
川
理
事
よ
り
例
会
の
閉
会

宣
言
。

（
２
）
基
調
講
演

税
理
士
法
人
優
和
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
・
代
表
社
員
／
岡
野
　
訓
氏

「
円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に
必

要
な
こ
と
」

（
３
）
懇
親
会
開
催
及
び
九
州
か

た
ま
り
会

次
回
例
会
開
催
地
・
佐
賀
県
担

当
の
馬
渡
理
事
の
開
会
の
挨
拶
。

Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学
界
正
会
員
・

熊
本
大
学
村
上
教
授
の
乾
杯
発

声
。
次
回
例
会
開
催
地
佐
賀
県

担
当
・
入
江
理
事
の
中
締
め
に

よ
り
盛
会
裏
に
懇
親
会
終
了
。

翌
10

月
21

日
（
水
）
は
「
九

州

か
た
ま
り
会
・
第
二
十
四
回
懇

親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
熊
本
城

南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
、
本
例
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

〈
そ
の
他
の
主
な
報
告
事
項
〉

開会宣言
（茂森副会長）

総会司会
（松山総務企画委員）

基調講演講師
（岡野訓氏）

例会スタッフ

新　　入　　会　　員　　挨　　拶
BASF ジャパン

古川 Sマネージャー
和光Ｃ工業
金丸社長

センコン
側島取締役

基調講演・講師のプレゼンテーション

　
・
市
場
調
査
回
収
状
況

　
・
地
区
別
調
査
結
果
（
生
産
・
出
荷
）

　
・
セ
メ
ン
ト
用
途
別
販
売
実
績

　
・
九
州
地
方
整
備
局
予
算
総
括
表

　
・
九
州
各
県
土
木
関
係
予
算
総
括

　
・
九
州
地
域
の
建
設
投
資
見
通
し

　
⑤
技
術
委
員
会
　
活
動
報
告

　
・
技
術
委
員
会
の
組
織
体
制

　
・
技
術
委
員
会
開
催
報
告

　
・
各
社
技
術
者
の
技
術
力
向
上
に

ｍ
向
け
た
取
組
み

　
⑥
危
機
管
理
委
員
会
　
活
動
報
告

　
・
危
機
管
理
委
員
会
の
組
織
体
制

　
・
危
機
管
理
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
い
て

　
・
九
州
地
方
整
備
局
と
の
防
災
協

あ
定
締
結
に
つ
い
て

　
⑦
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ

あ
報
告

　
・
協
会
型
製
品
開
発
導
入
Ｗ
Ｇ
設

あ
置
の
経
緯

　
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
構
成

　
・
第
１
・
２
回
会
議
開
催
報
告

　
⑧
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
実
行
委
員
会
参
画
報
告

　
・
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

あ
目
的
と
実
行
委
員
会
名
簿

　
・
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

あ
０
１
５
開
催
報
告

六
　
九
州
か
た
ま
り
会
開
催
案
内

七
　
そ
の
他

八
　
閉
会
宣
言
（
岸
川
理
事
）

閉会宣言
（岸川理事）

九州かたまり会案内
（入江理事）

基調講演御礼
（中村副会長）

特
定
非
営
利

活
動
法
人

平
成
27
年
度
第
一
回
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

し
た
。

　
ま
た
、
前
述
の
三
池
港
の
開
港
も

あ
り
、
西
港
は
比
較
的
す
ぐ
に
そ
の

役
目
を
失
い
、
現
在
は
東
港
が
そ
の

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ

の
結
果
、
明
治
当
時
の
華
や
か
さ
の

ま
ま
、
い
く
つ
も
の
明
治
・
大
正
の
洋

館
が
港
周
辺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
北
九
州
地
区
・
佐
賀
地
区

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
広
報
委
員
（
熊
本
）
　
　
田
畑
和
章

C O N P A S(27)
こ
れ
に
よ
り
船
渠
内
で
は
１
万
ト
ン

級
の
船
舶
の
荷
役
が
常
時
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
閘
門
に
は
、
船
渠
側

に
観
音
開
き
と
な
る
２
枚
の
鋼
鉄
製

の
門
扉
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
閘
門
の
扉
は
１
枚
の
長
さ
１
２
．

１
７
ｍ
、
高
さ
８
．
８
４
ｍ
、
厚
さ
１
．

２
０
ｍ
、
重
さ
９
１
．
３
０
ト
ン
を
ほ

こ
り
、
英
国
製
で
扉
の
接
す
る
と
こ

ろ
は
水
漏
れ
防
止
の
た
め
に
南
米
か

ら
取
り
寄
せ
た
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
、
船
虫
や
水
に
強
く
、
堅
く

て
沈
む
木
材
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
門
扉
の
開
閉
も
当
初
の
ま
ま
水

流
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年
と
昭

和
58
（
１
９
８
３
）
年
に
門
扉
の
修
理

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
構
造
は
当
初

の
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
も
三
池
港
は
国
の
指
定
す

る
「
重
要
港
」
と
な
っ
て
お
り
、
海
外

と
の
コ
ン
テ
ナ
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、

対
岸
の
長
崎
県
島
原
市
と
の
旅
客
航

路
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
開
港
時
に
は

長
崎
税
関
三
池
支
署
や
、
迎
賓
館
（
旧

三
井
三
池
港
倶
楽
部
）
が
設
置
さ
れ
、

当
時
の
華
や
か
さ
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

と
く
に
三
井
三
池
港
倶
楽
部
に
は
、

天
皇
陛
下
を
は
じ
め
歴
代
総
理
大
臣

も
同
地
区
を
訪
問
さ
れ
た
と
き
に
立

ち
寄
ら
れ
、
今
は
そ
の
往
時
を
偲
べ

る
「
タ
ン
抗
カ
レ
ー
」
が
名
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
先
の
三
池
港
が
築
港
さ
れ
る
前
、

明
治
17
（
１
８
８
４
）
年
に
整
備
が
始

め
ら
れ
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
に

石
炭
を
は
じ
め
大
陸
へ
の
輸
出
港
と

し
て
開
港
し
た
の
が
三
角
港
で
す
。

三
角
港
は
西
港
と
東
港
に
分
か
れ
て

お
り
、
国
の
重
要
港
に
も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
角
西
港
が
先
に
開
港

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
建
設
に
は
国

費
が
投
じ
ら
れ
、
宮
城
県
の
野
蒜
築

港
、
福
井
県
の
三
国
港
と
と
も
に
明

治
の
三
大
築
港
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
も
と
も
と
は
、
明
治
13
（
１
８
８

０
）
年
、
熊
本
県
は
坪
井
川
河
口
の
百

貫
港
（
現
在
の
熊
本
市
小
島
・
百
貫
石

周
辺
）
を
候
補
地
と
し
て
内
務
省
に

貿
易
港
の
建
設
を
申
請
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
し
か
し
、
翌
年
熊
本
に
派

遣
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
水
理
工
師
ロ

ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
・
ム
ル
デ
ル
は

調
査
の
結
果
、
宇
土
半
島
先
端
の
こ

の
地
（
西
港
）
が
百
貫
港
よ
り
も
優
れ

た
天
然
の
良
港
で
あ
る
と
し
て
築
港

を
進
言
。
町
全
体
に
海
水
を
導
入
し

て
浮
町
と
す
る
た
め
に
石
積
み
水
路

（
地
元
で
は
水
道
と
呼
ば
れ
た
）
を
設

け
て
建
設
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
土
木
技
術
で
は
海
水
が
全
て
の
水

路
ま
で
届
か
ず
本
来
の
機
能
を
発
揮

で
き
な
か
っ
た
。
工
事
は
全
て
を
切

り
だ
し
た
石
材
で
港
を
構
築
し
た
も

の
で
、
明
治
時
代
の
土
木
建
築
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
に
な
り
ま

前

頁

よ

り

➪

世界遺産となった「閘門」

旧　長崎税関三池支署

石炭積込の機械群

旧　三井三池港倶楽部外観

タン抗カレー（左はお土産用レトルトパッケージ）

旧三井三池港倶楽部内観

■
三
角
西
港
（
熊
本
県
宇
城
市
）

世界遺産である明治の石積埠頭（三角西港／土木工事）

三角西港の洋館群



　ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
前
回
優
勝
の

入
江
社
長
。
ア
ウ
ト
39
・
イ
ン
41
の

ト
ー
タ
ル
80
と
い
う
他
を
よ
せ
つ
け

ぬ
ス
コ
ア
で
の
受
賞
で
し
た
。

　次
回
の
『
第
25
回
九
州
か
た
ま
り

会
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』
は
６
月
の

通
常
総
会
翌
日
に
福
岡
で
開
催
予
定

で
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
ゴ
ル
フ
愛
好

家
の
皆
さ
ま
を
唸
ら
せ
る
、
戦
略
性

に
富
ん
だ
名
門
コ
ー
ス
を
準
備
い
た

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

C O N P A S(3)

懇親会司会
（森　総務企画委員）

親
会

懇

会会会会会

【
総
評
】

　例
会
翌
日
の
心
地
よ
い
秋
晴
れ
の

中
、
20
名
が
参
加
し
て
『
第
24
回
九
州

か
た
ま
り
会
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』

が
熊
本
城
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
市
南
部
の

丘
陵
地
域
に
あ
る
コ
ー
ス
で
、
フ
ェ

ア
ウ
ェ
イ
が
広
く
、
ま
た
ほ
と
ん
ど

の
ホ
ー
ル
が
池
に
面
し
て
お
り
、
爽

快
で
テ
ク
ニ
カ
ル
な
環
境
で
の
ラ
ウ

ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
な
か
、
地
元
開
催
の

意
地
を
見
せ
た
岸
川
社
長
が
ア
ウ
ト

50
・
イ
ン
49
の
ト
ー
タ
ル
99
と
い
う

ス
コ
ア
で
勝
利
を
も
ぎ
取
り
ま
し

た
。
準
優
勝
は
中
村
社
長
。
こ
ち
ら
も

ア
ウ
ト
49
・
イ
ン
48
の
ト
ー
タ
ル
97

と
、
ア
ウ
ト
・
イ
ン
安
定
し
た
ス
コ
ア

で
の
受
賞
で
し
た
。

懇親会挨拶
（馬渡理事）

懇親会乾杯
（熊本大学・村上教授）

懇親会中締め
（入江理事）

優勝 岸川　健太郎 50 49 99 26.4 72.6

順位 氏名 out in gross HDCP Net

準優勝 中村　健一郎 49 48 97 24.0 73.0

３位 入江　俊介 39 41 80 6.0 74.0

４位 下瀬　博貴 46 44 90 15.6 74.4

５位 濵﨑　輝実 43 41 84 9.6 74.4

６位 今本　裕之 46 40 86 10.8 75.2

７位 古川　雄二 46 40 86 10.8 75.2

８位 小澤　和秀 50 52 102 26.4 75.6

９位 馬渡　洋三 43 42 85 8.4 76.6

１０位 側島　福一 48 54 102 25.2 76.8

１１位 天野　重治 46 55 101 24.0 77.0

１２位 茂森　潔 44 43 87 9.6 77.4

１３位 戸村　弘文 51 54 105 27.6 77.4

１４位 藤島　亮介 44 45 89 10.8 78.2

１５位 松山　隆文 53 52 105 26.4 78.6

１６位 竹波　勝正 51 51 102 22.8 79.2

第２４回九州かたまり会　成績表

１７位 側島　央士 53 51 104 24.0 80.0

１８位 村尾　和則 50 50 100 19.2 80.8

下田　洋次 51 63 114 31.2 82.8

立石　智彦 69 62 131 36.0 95.0

ＢＢ賞

敢闘賞

九
州
か
た
ま
り
会

第
　
回
２４

と
き

　／
平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）

と
こ
ろ
／
熊
本
城
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
熊
本
市
南
区
）

優勝商品授与（優勝：岸川健太郎氏）

Ｄ
Ｃ
／
今
本
裕
之
、村
尾
和
則

　
　
　入
江
俊
介
、小
澤
和
秀

Ｎ
Ｐ
／
古
川
雄
二
②
、馬
渡
洋
三

　
　
　今
本
裕
之
、濵
﨑
輝
実

　
　
　小
澤
和
秀
、天
野
重
治

　
　
　藤
島
亮
介

Ｂ
Ｇ
／
入
江
俊
介

参　加　者　集　合　写　真

C O N P A S (26)

万
田
坑
は
荒
尾
市
の
整
備
が
行
き
届

い
て
い
る
た
め
、
観
光
施
設
と
し
て

の
設
備
が
充
実
し
て
い
ま
す
。（
た
だ

し
、
展
示
は
有
料
で
す
）

　三
池
炭
鉱
は
各
坑
道
で
採
掘
し
た

石
炭
を
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
の
貨
物
線

や
、
三
池
港
（
後
述
）
か
ら
の
船
積
に

よ
り
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
各
坑
口
と
港
を
結
ぶ
炭
鉱
専
用

鉄
道
「
三
池
鉄
道
」
が
走
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
距
離
20
㎞
以
上
（
地
下
坑
道

を
含
め
る
と
総
延
長
４
０
０
㎞
と

も
？
）
。
ま
た
、
大
牟
田
市
は
石
炭
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
形
成
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
三
井
系
化
学
メ
ー
カ
ー

（
三
井
化
学
、
三
井
金
属
、
電
気
化
学

工
業
、
三
井
ア
ル
ミ
ほ
か
）
の
炭
鉱
住

宅
（
三
井
鉱
山
社
宅
）
と
工
場
間
も
結

ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
三
井
化

学
大
牟
田
工
場
の
専
用
線
と
し
て
一

部
現
存
・
使
用
し
て
い
ま
す
。

　炭
鉱
鉄
道
と
一
言
に
い
っ
て
も
、

坑
内
用
と
坑
口
間
用
（
い
わ
ゆ
る
三

池
鉄
道
）
の
車
両
は
全
く
異
な
り
、
坑

口
間
用
の
車
両
は
国
鉄
と
同
じ
１
０

６
７
ｍ
ｍ
の
線
路
幅
、
地
方
鉄
道
と

い
う
位
置
づ
け
で
す
。
そ
の
一
方
で

坑
内
用
の
車
両
は
一
回
り
小
さ
く
、

い
わ
ゆ
る
『
ト
ロ
ッ
コ
列
車
』
で
あ

り
、
堅
抗
跡
地
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　大
牟
田
市
に
は
い
た
る
所
に
炭
鉱

鉄
道
遺
構
が
隠
れ
て
い
ま
す
。（
世
界

遺
産
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
隠
れ

資
産
が
た
く
さ
ん
で
鉄
道
好
き
に
は

た
ま
り
ま
せ
ん
。
）

　有
明
海
は
遠
浅
で
干
満
の
潮
位
差

が
最
大
５
．
５
ｍ
と
大
き
く
、
干
潮
時

に
は
沖
あ
い
数
㎞
に
わ
た
り
干
潟
が

出
現
し
ま
す
。
こ
の
た
め
大
型
船
の

来
航
が
難
し
く
、
三
池
炭
の
搬
出
は

大
牟
田
川
河
口
に
あ
る
大
牟
田
港
か

ら
長
崎
県
の
口
之
津
港
（
南
島
原
市
）

や
後
述
の
三
角
港
（
現

　三
角
西
港
）

へ
横
持
ち
し
、
そ
こ
で
大
型
船
に
積

み
替
え
て
各
地
へ
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。　し

か
し
、
三
井
炭
の
出
荷
量
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
大
型
船
に
直
積
み

で
き
る
港
を
大
牟
田
に
構
築
し
て
ほ

し
い
と
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
明
治

31
（
１
８
９
８
）
年
５
月
、
欧
米
視
察

の
途
に
就
い
た
團
琢
磨
（
三
池
鉱
山

合
名
会
社
専
務
理
事
）
ら
を
中
心
に
、

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
や
リ
バ
プ
ー
ル

な
ど
の
各
地
で
港
湾
施
設
や
積
込
方

式
を
視
察
し
た
う
え
で
世
界
で
も
類

を
み
な
い
「
閘
門
方
式
」
の
人
工
港
の

築
港
を
立
案
、
明
治
35
（
１
９
０
２
）

年
着
工
さ
れ
、
明
治
41
（
１
９
０
８
）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　三
池
港
の
大
き
な
特
徴
の
１
つ
に

「
閘
門
」
が
あ
り
ま
す
。
閘
門
は
、
船
渠

内
の
水
位
を
干
潮
時
で
も
８
．
５
ｍ

以
上
に
保
つ
た
め
、
内
港
と
の
間
に

設
け
ら
れ
た
水
門
で
す
。
横
幅
２
０
．

１
２
ｍ
、
縦
幅
３
７
．
５
１
ｍ
で
、
周

辺
は
花
崗
岩
を
積
み
上
げ
、
底
に
も

同
質
の
石
張
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宮原抗櫓全景

前

頁

よ

り

➪

次

頁

に

つ

づ

く

➪

　万
田
坑
は
明
治
後
期
か
ら
昭
和
前

期
に
か
け
て
、
主
力
を
担
っ
た
坑
道

の
１
つ
で
す
。
明
治
30
（
１
８
９
７
）

年
か
ら
同
35
（
１
９
０
２
）
年
に
か
け

て
作
ら
れ
た
第
一
堅
抗
と
、
明
治
31

（
１
８
９
８
）
年
か
ら
同
41
（
１
９
０

８
）
年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
第
二
堅

抗
と
か
ら
な
り
ま
す
。
現
存
す
る
の

は
第
二
堅
抗
櫓
と
そ
の
関
連
施
設
に

な
り
ま
す
。
昭
和
初
期
の
最
盛
期
に

は
、
年
間
86
万
ト
ン
の
出
荷
を
記
録

し
て
い
ま
す
。

宮原抗ライトアップ■
万
田
抗
（
熊
本
県
荒
尾
市
）

万田坑全景

朝日と万田坑（ちょっとレトロで絵葉書的な雰囲気）

万田坑ライトアップ
（プロジェクションマップ）

■
三
池
炭
鉱
鉄
道
跡

（
福
岡
県
大
牟
田
市
～
熊
本
県
荒
尾
市
）

三井鉄道路線図

炭鉱鉄道跡（宮原抗望む）

現在も使われている旭町線
（三井化学大牟田工場内）とその電気機関車

坑内鉄道（三川抗、廃坑当時のまま）

坑内鉄道（宮浦抗、復元）

三井港付近に残る炭鉱電車引込線跡
（突然空き地に信号灯が１本残されている）

三池浜付近立体交差跡
（いまは線路は撤去され、工業用水の配管のみ残っている）

■
三
池
港
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）



C O N P A S (4)

■
理
事
会
及
び
各
委
員
会
報
告

理

　

事

　

会

①
平
成
27
年
度
第
４
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
10
月
20
日

場
所
　
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

内
容

平
成
27
年
度
第
１
回
例
会
開
催
運
営

を
直
前
確
認
し
た
。

①
平
成
27
年
度
第
２
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
９
月
29
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第
23

号
」
の
編
集
会
議
を
実
施
し
た
。

②
平
成
27
年
度
第
３
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
10
月
20
日

場
所
　
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

内
容

協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
第
24

号
」
の
役
割
分
担
会
議
を
実
施
し
た
。 ※

Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
23
刊
以
降
の
委
員

会
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
平
成
27
年
度
第
５
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
11
月
18
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
報
告
と
今
後
の
対

応
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

を
協
議
し
た
。

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

の
実
施
を
協
議
し
た
。

平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
の

提
案
事
項
を
協
議
し
た
。

②
平
成
27
年
度
第
６
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
27
年
12
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習

会
受
講
ア
ン
ケ
ー
ト
を
確
認
し
た
。

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

の
実
施
を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

を
協
議
し
た
。

平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
の

提
案
事
項
を
協
議
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
７
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
28
年
１
月
21
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
会
議
室

内
容

新
委
員
２
名
が
紹
介
さ
れ
た
。

平
成
27
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試
験

の
実
施
を
協
議
し
た
。

平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
の

協
議
内
容
を
確
認
し
、
今
後
の
対
応

を
協
議
し
た
。

プ
レ
コ
ン
管
理
士
テ
キ
ス
ト
の
改
訂

を
協
議
し
た
。

※

Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
23
刊
以
降
の
委
員

会
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
23
刊
以
降
の
委
員

会
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
容

総
務
企
画
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
プ

レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
が
報
告
さ
れ
た
。

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
フ
ォ
ー
ラ

ム
Ｍ
Ｙ
Ｍ
２
０
１
５
へ
の
後
援
を
審

議
し
た
。

九
州
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会

開
催
提
案
内
容
を
審
議
し
た
。

平
成
27
年
度
第
１
回
例
会
開
催
概
要

を
最
終
確
認
し
た
。

③
平
成
27
年
度
第
５
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
12
月
８
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

協
会
型
製
品
Ｗ
Ｇ
に
よ
る
九
州
地
方

整
備
局
訪
問
が
報
告
さ
れ
た
。

市
場
調
査
委
員
（
熊
本
県
担
当
）
の
変

更
が
報
告
さ
れ
た
。

技
術
委
員
社
（
佐
賀
県
担
当
）
の
選
定

を
審
議
し
た
。

平
成
28
年
度
の
運
営
方
針
を
協
議
し

た
。

第
十
回
（
平
成
28
年
度
）
通
常
総
会
開

催
日
程
が
伝
達
さ
れ
た
。

①
平
成
27
年
度
第
３
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
９
月
29
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

市
場
調
査
委
員
会
、
技
術
委
員
会
、
技

術
講
習
会
、
プ
レ
コ
ン
管
理
士
講
習

会
の
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

建
設
資
材
対
策
九
州
地
方
連
絡
会
へ

の
出
席
が
報
告
さ
れ
た
。

防
災
協
定
締
結
に
向
け
た
意
見
交
換

の
た
め
の
熊
本
県
訪
問
が
報
告
さ
れ

た
。

正
会
員
・
準
会
員
・
賛
助
会
員
の
入
会

を
審
議
し
た
。

九
州
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会

開
催
提
案
内
容
を
審
議
し
た
。

平
成
27
年
度
第
１
回
例
会
の
開
催
を

協
議
し
た
。

協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
（
自
転
車
道

側
溝
）
へ
の
対
応
を
協
議
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
検
定
２
０
１
５

へ
の
受
験
協
力
を
要
請
し
た
。

②
平
成
27
年
度
第
４
回
理
事
会

日
時
　
平
成
27
年
10
月
20
日

場
所
　
Ａ
Ｎ
Ａ
・
Ｃ
Ｐ
ホ
テ
ル
熊
本

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ

総

務

企

画

委

員

会

広

報

委

員

会

理事会開催報告
（松﨑会長）

総務企画委員会開催報告
（岸川総務企画委員長）

広報委員会開催報告
（馬渡担当理事）

市場調査委員会開催報告
（本田市場調査委員長）

技術委員会開催報告
（河野技術委員長）

市

場

調

査

委

員

会

技

術

委

員

会

協会型製品ＷＧ開催報告
（中村副会長）

協
会
型
製
品
開
発
・
導
入

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

危

機

管

理

委

員

会

危機管理委員会開催報告
（岸川理事）

C O N P A S(25)

　「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
（
製

鉄
・
鉄
鋼
・
造
船
・
石
炭
産
業
）
」
が
、
２

０
１
５
年
の
第
39
回
世
界
遺
産
委
員

会
で
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
リ

ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

山
口
・
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
・
鹿

児
島
・
岩
手
・
静
岡
の
８
県
に
点
在
す

る
日
本
の
世
界
遺
産
の
一
つ
で
あ

り
、
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

の
テ
リ
ト
リ
ー
で
あ
る
九
州
・
沖
縄

地
区
に
そ
の
多
く
（
14
拠
点
）
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
登
録
は
九
州
地

区
に
と
っ
て
非
常
に
名
誉
あ
る
こ
と

で
あ
る
と
と
も
に
、
工
業
遺
産
群
の

多
く
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
１
０
０
年
を
超
え
日

本
の
発
展
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
業
界
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
も

よ
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
連
載
が

い
つ
ま
で
続
く
か
は
不
明
な
の
で
す

が
、
今
回
か
ら
３
回
く
ら
い
に
分
け

て
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

は
、
西
洋
か
ら
非
西
洋
世
界
へ
の
技

術
移
転
と
日
本
の
伝
統
文
化
を
融
合

さ
せ
、
１
８
５
０
年
代
か
ら
１
９
１

０
年
（
幕
末
～
明
治
時
代
）
ま
で
に
急

速
な
発
展
を
と
げ
た
炭
鉱
、
鉄
鋼
業
、

造
船
業
に
関
す
る
「
世
界
文
化
遺
産
」

で
す
。
そ
の
一
番
の
特
徴
は
、
現
在
で

も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
多
く
含

み
、
稼
働
遺
産
が
含
ま
れ
た
世
界
遺

産
の
登
録
は
日
本
で
は
初
め
て
で
あ

る
と
い
う
点
で
す
。
今
回
は
、
有
明
海

沿
岸
（
大
牟
田
）
地
区
の
炭
鉱
関
連
施

設
（
三
池
炭
鉱
宮
原
抗
、
三
池
炭
鉱
万

田
坑
、
三
池
炭
鉱
鉄
道
跡
、
三
池
港
、

三
角
西
（
旧
）
港
）を
紹
介
し
ま
す
。

　
宮
原
抗
は
福
岡
県
最
南
端
で
あ
り

有
明
海
に
面
し
て
い
る
「
大
牟
田
市
」

に
あ
り
ま
す
。
宮
原
抗
は
、
大
正
年
代

に
三
池
炭
鉱
で
最
大
の
出
炭
量
を
誇

っ
た
主
力
抗
の
跡
地
で
す
（
当
時
の

２
番
手
抗
は
次
に
紹
介
す
る
万
田

View

し
た
。

　
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
三
井
財

閥
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
以
降
、
炭
層

が
厚
く
（
ボ
タ
が
少
な
く
）
品
質
が
良

い
（
火
力
が
高
い
）
こ
と
を
理
由
に
急

速
に
発
展
し
、
日
本
の
近
代
化
を
支

え
た
象
徴
的
存
在
で
し
た
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
が
石
炭
か
ら
石
油
に
移
り

変
わ
る
と
徐
々
に
縮
小
し
、
１
９
９

７
年
３
月
に
閉
山
し
ま
し
た
。
炭
鉱

の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
堅
抗
櫓
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の

が
多
い
と
き
に
は
10
数
機
大
牟
田
近

辺
に
立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
は
世

界
遺
産
に
な
る
前
に
解
体
さ
れ
て
し

ま
っ
た
）

さ
て
、
宮
原
抗
は
第
一
堅
抗
が
明
治

28
（
１
８
９
５
）
年
、
第
二
堅
抗
が
明

治
32
（
１
８
９
９
）
年
に
着
工
さ
れ
、

２
つ
の
坑
口
か
ら
な
っ
て
い
ま
し

た
。
三
池
炭
鉱
の
歴
史
で
は
、
比
較
的

初
期
の
坑
道
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
主
力
鉱
脈
が
有
明
海
深
く

南
下
し
て
い
く
に
従
い
、
昭
和
６
（
１

９
３
１
）
年
に
廃
坑
と
な
り
ま
し
た

（
し
か
し
通
気
抗
・
排
水
抗
と
し
て
は

そ
の
後
も
利
用
）
。
現
存
す
る
の
は
、

宮
原
第
二
堅
抗
の
櫓
で
す
。
大
正
初

期
に
は
こ
こ
か
ら
年
間
50
万
ト
ン
を

越
え
る
量
を
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

世界遺産登録直前に解体され現存しない
有明抗の第一・第二堅抗（2013 当時）

次
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九
州
の
絶
景
シ
リ
ー
ズ
（
第
３
回
）
　
世
界
遺
産
①

抗
）
。

　
三
池
炭
鉱
と
い
え
ば
「
炭
坑
節
」

（
月
が
出
た
出
た
～
月
が
出
た
～
　

三
池
炭
坑
の
～
上
に
出
た
～
♪
）
し

か
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
て
き
た
と

思
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
、
大
浦
抗
、

宮
浦
抗
、
七
浦
抗
、
勝
立
坑
、
宮
原
抗
、

万
田
坑
、
四
山
抗
、
三
川
抗
、
有
明
抗

etc

と
い
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
坑
道
を

福
岡
県
大
牟
田
市
近
辺
に
密
集
し
て

保
有
し
、
し
か
も
高
品
質
の
強
粘
結

炭
を
産
出
す
る
日
本
最
大
の
炭
鉱
で

■
宮
原
抗
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）



C O N P A S(5)

変
化
へ
の
対
応

　
　「
逆
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」

展望

会長　　松﨑　秀雄

  

春
の
光
に
心
誘
わ
れ
る
今
日
こ
の

頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
１
年
間
の
当
業
界
を
振
り
か

え
り
ま
す
と
、
引
き
続
き
震
災
需
要

の
あ
る
東
北
や
大
型
開
発
事
業
の
あ

る
都
心
部
な
ど
の
一
部
地
域
を
除

き
、
全
体
的
に
低
調
な
な
か
で
推
移

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
私
共

が
地
盤
と
す
る
九
州
の
落
ち
込
み
は

想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
が
あ

り
、
太
陽
光
の
需
要
は
一
段
落
し
、
北

部
災
害
復
旧
の
終
焉
、
大
型
公
共
向

け
の
補
正
予
算
も
な
い
と
い
っ
た
厳

し
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
年
が
明

け
て
も
、
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
は

依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。
　

　
そ
ん
な
中
、
今
年
、
安
部
総
理
は
新

年
挨
拶
の
中
で
、
旧
「
３
本
の
矢
」
で

あ
る
持
続
的
な
経
済
成
長
政
策
を
土

台
に
、
新
た
に
「
１
億
総
活
躍
社
会
」

を
目
指
し
た
新
３
本
の
矢
を
掲
げ
、

「
戦
後
最
大
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
６
０
０
兆
円

に
増
や
す
」
、「
希
望
出
生
率
１
．
８
」
、

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
を
目
標
と
し
て
打

ち
出
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
旧
」

「
新
」
合
わ
せ
て
「
６
本
の
矢
」
が
、
今

年
、
す
べ
て
の
業
界
の
人
々
が
輝
く

年
と
な
る
よ
う
導
い
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
当
協
会
の
活
動
と
し
ま
し

て
、
国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
様
と

「
担
い
手
の
中
長
期
確
保
・
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
当
協
会
が
厳
し
い
現
状
を
し

っ
か
り
と
捉
え
、
未
来
へ
向
け
て
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
、
関

係
性
の
向
上
に
大
い
に
役
立
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
プ
レ
コ
ン
管
理
士
登
録
者

に
よ
る
プ
レ
コ
ン
管
理
士
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
、
北
部
九
州
豪
雨
災

害
被
災
地
見
学
お
よ
び
座
談
会
形
式

で
の
意
見
交
換
会
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
業
界
技
術

者
の
技
術
力
向
上
に
寄
与
す
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
今
年
、
平
成

28
年
６
月
に
は
、
当
協
会
と
し
て
節

目
と
な
る
「
第
十
回
通
常
総
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
私
自
身
、
設
立
当
初
の

熱
い
思
い
の
趣
旨
に
合
致
し
た
協
会

活
動
が
出
来
て
い
る
か
と
自
問
し
て

も
、
と
て
も
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

会
長
と
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
当
協
会
会
員
の
皆
様
、
学

界
の
先
生
方
、
行
政
の
方
々
の
ご
協

力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
九

州
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
防
災
・
減
災

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
当
業
界

の
認
知
度
向
上
を
目
指
し
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
協
会
は
会
員
増
強
を
大

き
な
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
て
お

り
ま
す
が
、
昨
年
は
正
会
員
３
社
、
準

会
員
１
社
、
賛
助
会
員
１
社
の
ご
入

会
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
情
報
提
供
等
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
厳
し
い
１
年
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
当
業
界
お
よ

び
当
協
会
は
、
過
去
ど
ん
な
厳
し
い

時
代
に
あ
っ
て
も
努
力
を
惜
し
ま
ず

工
夫
し
て
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し

た
。「
朝
の
来
な
い
夜
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
こ
そ
「
チ

ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
自
分
自
身
の
意
識

を
変
え
、
行
動
を
変
え
、
変
化
し
続
け

る
こ
と
で
、
必
ず
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
共
に

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
27
年
12
月
８
日
（
火
）
、
平
成

27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
が
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
、
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学

界
正
会
員
、
理
事
・
監
事
、
技
術
委
員

の
多
数
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
・
要
望
事
項
が
説
明
さ
れ
た
後
、
出

席
者
全
員
で
の
質
疑
応
答
や
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
時
　
平
成
27
年
12
月
８
日
（
火
）

　
　
　
15
時
30
分
　
～
　
17
時
30
分

場
所
　
八
仙
閣
（
福
岡
市
博
多
区
）

議
題
（
各
委
員
会
か
ら
の
報
告
・
要
望
事
項
）

①
総
務
企
画
委
員
会
・
・
・
総
会
・
例
会

へ
の
参
加
お
願
い
／
②
広
報
委
員

会
・
・
・
協
会
広
報
紙
へ
の
寄
稿
御
礼

お
よ
び
今
後
の
寄
稿
依
頼
／
③
技
術

委
員
会
・
・
・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度

運
営
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
外
観
基
準
策
定
へ
の
協
力
お
願
い

／
④
危
機
管
理
委
員
会
・
・
・
行
政
と

の
防
災
協
定
締
結
に
向
け
て
の
取
組

み
／
⑤
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ

Ｇ
・
・
・
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
に
関

す
る
取
組
み

【
意
見
交
換
時
の
主
な
発
言
（
抜
粋
）
】

（
プ
レ
コ
ン
管
理
士
制
度
）

★
こ
の
制
度
で
ど
の
よ
う
な
差
別
化

を
図
り
た
い
の
か
？
と
い
う
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

★
発
注
者
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

が
な
い
中
で
、
い
つ
ま
で
制
度
運
営

が
継
続
で
き
る
か
が
懸
念
さ
れ
る
。

★
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
弱
点
は

「
継
ぎ
目
」
で
あ
り
、
こ
の
維
持
・
補
修

を
テ
キ
ス
ト
に
も
含
め
る
べ
き
。

★
製
造
に
関
わ
る
社
員
だ
け
で
な

く
、
設
計
や
開
発
に
従
事
す
る
社
員

の
勉
強
の
場
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

★
Ｊ
Ｉ
Ｓ
検
査
等
を
「
プ
レ
コ
ン
管

理
士
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
（
品
質

保
証
）
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
こ
の
制
度
の
持
つ
意
義
が

大
き
く
な
る
。
ま
た
、
九
地
整
に
対
し

て
国
交
省
向
け
の
検
査
制
度
構
築
を

提
案
す
べ
き
。

★
こ
の
制
度
創
設
を
目
指
し
た
当
初

の
理
由
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
業

界
の
認
知
度
が
低
い
」
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
で

業
界
全
体
の
技
術
力
に
対
す
る
認
知

を
得
て
、
そ
の
結
果
業
界
全
体
の
対

外
的
認
知
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

★
協
会
会
員
社
に
多
数
の
有
資
格
者

特
定
非
営
利
活
動
法
人

九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

会
　
長
　
　
松
﨑
　
秀
雄

■
平
成
27
年
度
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
開
催
報
告

ＫｙｕＰＥＣ会議全景
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天
下
を
取
れ
な
か
っ
た
軍
師
・
黒

田
官
兵
衛
は
「
二
流
の
人
」
と
云
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
黒
田
家
は
長
政
の

時
代
、
筑
前
一
国
一
円
の
本
国
持
大

名
に
な
り
12
代
長
友
へ
と
幕
末
ま
で

続
き
ま
す
。「
二
流
な
れ
ば
こ
そ
」
ま

さ
に
最
高
で
す
。

　
さ
て
、
前
回
（
本
紙
23
号
）
で
紹
介

し
た
大
分
県
中
津
市
の
事
業
家
・
広

畑
正
吾
氏
（
以
下
　
Ｓ
氏
）
の
事
業
成

功
の
秘
訣
を
分
析
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

雪
だ
る
ま
は
転
が
り
な
が
ら
大
き
く

な
る

　
地
方
の
小
さ
な
町
で
事
業
を
起
こ

し
て
生
涯
こ
の
町
か
ら
出
る
こ
と
も

な
く
一
代
で
人
望
と
財
産
を
残
し
た

Ｓ
氏
は
不
思
議
な
人
で
あ
る
。
医
師

や
弁
護
士
な
ど
と
い
っ
た
資
格
の
保

持
者
と
か
パ
テ
ン
ト
を
持
つ
発
明
家

で
も
な
い
。
商
人
で
も
な
い
、
Ｓ
氏
が

人
に
頭
を
下
げ
て
何
か
を
買
っ
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
姿
な
ど
誰

も
見
た
こ
と
が
な
い
。

　
昭
和
31
年
、
大
手
製
薬
会
社
を
会

社
不
況
の
た
め
余
儀
な
く
退
職
し
た

Ｓ
氏
は
ホ
ン
ダ
の
バ
イ
ク
の
修
理
と

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
高
度

経
済
成
長
、
ス
ピ
ー
ド
・
セ
ッ
ク
ス
・

ス
リ
ル
な
ど
と
云
う
若
者
向
け
の
広

告
コ
ピ
ー
も
生
ま
れ
る
自
由
な
新
し

い
時
代
の
始
ま
り
で
し
た
。
中
央
で

は
高
速
道
路
、
地
方
も
幹
線
道
路
が

整
備
さ
れ
、
鉄
道
か
ら
車
の
時
代
の

夜
明
け
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　
Ｓ
氏
の
バ
イ
ク
店
は
大
繁
盛
。
わ

ず
か
な
期
間
に
小
さ
な
店
は
新
し
く

で
き
た
国
道
沿
い
に
建
つ
当
時
と
し

て
は
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
３
階
建
て
の

ビ
ル
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
市
内
の
よ
り
良
い
場
所
、
よ
り
広

い
土
地
を
求
め
て
数
回
の
転
売
、
転

居
を
行
い
ま
し
た
。

　
い
つ
の
ま
に
か
幹
線
沿
い
に
三
千

坪
の
土
地
に
ホ
ン
ダ
と
フ
ォ
ー
ド
の

車
を
扱
う
、
従
業
員
五
十
名
超
の
会

社
の
社
長
に
。
当
時
認
可
に
な
っ
た

民
間
車
検
場
を
備
え
た
地
域
一
番
の

大
型
ク
ル
マ
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
者
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て

、
な

ぜ

そ

う

な

っ

た

の

か
？
・
・
・
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ず
「
情
報
と
時
代
先
取
り
」
が
一

つ
。
ホ
ン
ダ
が
Ｎ
３
６
０
な
ど
軽
自

動
車
へ
の
進
出
、
四
輪
普
通
車
へ
と

進
む
前
に
車
に
対
処
で
き
る
広
い
土

地
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
は
決
定
的

で
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
Ｓ
氏

に
不
動
産
業
へ
の
眼
を
開
か
せ
て
も

く
れ
ま
し
た
。

　
二
つ
目
に
確
実
に
成
功
す
る
姿
を

見
て
き
た
周
囲
の
人
々
の
Ｓ
氏
へ
の

「
信
頼
感
と
安
心
感
」
が
あ
り
ま
す
。

銀
行
、
事
業
家
仲
間
か
ら
多
く
の
計

画
や
土
地
の
相
談
、
そ
れ
に
伴
う
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
柔
和
で
寡

黙
な
タ
イ
プ
だ
が
人
に
は
よ
く
相
談

し
黙
っ
て
意
見
を
聞
き
ま
す
。
し
か

し
決
断
し
た
ら
人
が
何
を
云
っ
て
も

自
分
の
考
え
通
り
に
黙
っ
て
実
行
す

る
の
も
Ｓ
氏
の
特
徴
で
す
。
そ
し
て

三
つ
目
。
Ｓ
氏
な
ら
で
は
の
徹
底
的

な
「
工
夫
と
合
理
化
と
省
力
化
」
で

す
。
も
と
も
と
工
業
高
校
出
の
技
術

屋
さ
ん
、
機
械
い
じ
り
と
工
夫
に
は

天
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
何
よ
り
特
徴
的

な
の
が
や
は
り
Ｓ
氏
の
「
人
柄
と
大

き
な
度
量
」
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
と
で

も
付
き
合
う
気
さ
く
な
当
た
り
前
の

人
。
仲
間
と
よ
く
酒
を
飲
む
。
気
前
の

良
さ
、
面
倒
見
の
良
さ
は
格
別
で
す
。

金
儲
け
も
上
手
い
が
金
使
い
も
上
手

い
。
多
く
の
人
が
Ｓ
氏
の
相
伴
に
あ

ず
か
っ
て
い
る
。
仲
間
が
増
え
る
、
そ

の
仲
間
が
顧
客
を
増
や
し
情
報
を
も

た
ら
す
。
Ｓ
氏
の
周
り
の
す
べ
て
が

良
回
転
す
る
。
町
の
有
力
者
と
云
わ

れ
る
人
々
も
い
つ
の
間
に
か
Ｓ
氏
に

は
一
目
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
Ｓ
氏
本
人
は
常
に
平
凡

な
一
市
民
、
町
や
団
体
の
役
職
な
ど

一
切
無
関
係
の
立
場
を
貫
き
ま
す
。

　
「
い
や
、
驚
き
ま
し
た
よ
。
う
ち
の

会
社
に
広
畑
さ
ん
が
麦
わ
ら
帽
子
に

長
靴
は
い
て
や
っ
て
き
ま
し
て
ね

え
。
あ
れ
だ
け
の
人
が
あ
ん
な
格
好

で
、
も
う
び
っ
く
り
で
す
よ
」・
・
・
そ

ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。・
・
・
私
（
こ

の
拙
文
の
筆
者
）
か
ら
言
え
ば
「
む
し

ろ
そ
の
方
が
Ｓ
氏
本
来
の
姿
な
の
で

す
」

　
こ
う
し
て
Ｓ
氏
は
転
が
っ
て
大
き

く
な
る
雪
だ
る
ま
の
よ
う
に
一
代
で

「
ク
ル
マ
と
云
え
ば
Ｓ
氏
」
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
こ
の
町
に
築
い
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
車
の
販
売

が
好
況
で
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。
高
度
成
長
か
ら
安
定
へ
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
経
済
か
ら
不
況
、

更
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
時
代
へ
。

　
さ
て
、
実
は
こ
れ
か
ら
が
Ｓ
氏
の

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

ク
ル
マ
で
儲
け
た
者
は
、
ク
ル
マ
で

潰
れ
る
（
Ｓ
氏
談
）

　
ク
ル
マ
ビ
ジ
ネ
ス
で
儲
け
た
金
は

市
内
の
多
く
の
土
地
や
他
の
事
業
へ

と
投
資
し
て
き
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー

会
社
の
買
収
、
不
動
産
投
資
、
割
烹
料

亭
、
料
飲
店
ビ
ル
、
打
ち
放
し
ゴ
ル
フ

練
習
場
、
遊
技
場
な
ど
特
別
に
珍
し

い
仕
事
は
何
も
な
い
が
Ｓ
氏
が
経
営

す
る
と
何
故
か
う
ま
く
い
く
。
多
分

そ
れ
は
飾
ら
な
い
Ｓ
氏
を
取
り
巻
く

豊
か
な
人
脈
と
Ｓ
氏
な
ら
で
は
の
合

理
的
な
経
営
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ル
マ
こ
そ
Ｓ
氏
の
牙
城
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
車
社
会
が
ま
だ
全
盛

な
と
き
に
、
ホ
ン
ダ
本
社
と
交
渉
、
Ｓ

氏
が
築
い
た
す
べ
て
の
ク
ル
マ
ビ
ジ

ネ
ス
を
さ
っ
さ
と
ホ
ン
ダ
本
社
へ
居

抜
き
で
売
却
。
従
業
員
も
ホ
ン
ダ
本

社
直
属
の
販
売
店
社
員
へ
と
早
変
わ

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
意
表
を
突
く
思
い
切
っ
た
変
わ
り

身
の
早
さ
に
人
々
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
Ｓ
氏
が
ク
ル
マ
か
ら
手
を
引

く
な
ど
誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
れ
こ
そ
Ｓ
氏
な
ら
で

は
の
一
歩
先
を
見
る
目
と
そ
の
決
断

の
早
さ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
や
り
方
は
こ
れ
か
ら
の
Ｓ
氏
の

仕
事
に
次
々
と
か
か
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

　
「
ク
ル
マ
で
儲
け
た
者
は
ク
ル
マ

で
潰
れ
る
」・
・
・
自
分
の
仕
事
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
守
る
の
も
経
営
な

ら
、
柔
ら
か
頭
で
時
代
を
読
ん
で
自

分
の
可
能
性
を
試
し
な
が
ら
事
業
を

変
え
る
の
も
経
営
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
か
つ
て
の
タ
ク
シ
ー
会
社
も
割

烹
料
亭
も
ビ
ル
も
遊
技
場
も
あ
り
ま

せ
ん
。
会
社
ご
と
売
却
し
た
り
、
都
市

計
画
で
姿
を
変
え
た
り
し
て
し
ま
っ

た
り
で
す
。

　
現
在
は
、
Ｓ
氏
が
残
し
た
資
産
の

管
理
会
社
と
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
次
世

代
の
息
子
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継

い
で
堅
実
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
付
記
す
れ
ば
、
息
子
二
人
は
大

学
で
工
学
部
専
攻
、
そ
の
息
子
、
つ
ま

り
Ｓ
氏
の
孫
は
東
大
の
理
Ⅰ
・
工
学

部
卒
、
息
女
も
立
命
館
の
工
学
部
卒
。

　
「
金
は
使
え
ば
な
く
な
る
、
し
か
し

身
に
つ
け
た
知
恵
は
誰
も
持
っ
て
い

け
な
い
」・
・
・
Ｓ
氏
の
語
録
で
す
。
次

回
は
Ｓ
氏
の
経
営
の
合
理
性
な
ど
を

調
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
松
山
直
英

二
流
の
人
生
（
５
）

Manage

「
Ｓ
氏
流
の
経
営
忍
法
②
」
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九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
よ
り
九
州
地
方
整

備
局
の
社
会
資
本
整
備
・
管
理
に
多

大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　九
州
は
、
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
ア
ジ
ア
に
最
も
近
い
と
い
う

地
理
的
特
性
を
有
し
て
お
り
、
ア
ジ

ア
の
活
力
を
強
く
受
け
る
地
域
で

す
。
九
州
の
今
後
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
は
大
き
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
中
で
我
が
国

の
特
徴
を
活
か
し
て
、
ア
ジ
ア
の
経

済
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　日
本
人
は
、
や
さ
し
さ
、
丁
寧
さ
、

正
確
さ
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
需
要

に
応
じ
た
生
産
で
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
動
向
を
き
め
細
か
く
把
握
し
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
い
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
安
定
性
の
あ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
の
少
量
生
産
に
移
行
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
な

生
産
シ
ス
テ
ム
へ
の
親
和
性
が
高
い

と
言
え
ま
す
。
高
い
品
質
の
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
経
済
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
、
我
が
国
、
そ
し

て
ア
ジ
ア
に
近
い
九
州
の
役
割
と
考

え
て
い
ま
す
。
高
品
質
の
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
正
確
か
つ
高
い
頻
度

で
提
供
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
を
、

日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
造
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
資
本
整
備

は
、
ま
さ
に
我
が
国
・
九
州
の
経
済
の

基
盤
に
対
す
る
設
備
投
資
と
言
え
ま

す
。

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に

合
わ
せ
て
、「
九
州
圏
広
域
地
方
計

画
」
実
現
へ

　東
九
州
自
動
車
道
の
佐
伯
～
蒲
江

間
が
昨
年
開
通
し
、
東
九
州
に
初
め

て
の
高
速
交
通
軸
が
誕
生
し
ま
し

た
。
今
後
は
九
州
管
内
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
し
っ
か
り
つ
な
い
で
い
く
た

め
に
、
東
九
州
自
動
車
道
整
備
と
と

も
に
、
横
軸
と
な
る
九
州
横
断
自
動

車
道
延
岡
線
な
ど
の
高
速
道
路
整
備

も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　九
州
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

は
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

に
合
わ
せ
て
、
ア
ジ
ア
と
の
玄
関
口

と
な
る
港
湾
・
空
港
の
機
能
強
化
が

重
要
で
す
。
代
表
的
な
玄
関
口
で
あ

る
福
岡
空
港
は
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
航

空
機
混
雑
や
遅
延
が
常
態
化
し
て
い

ま
す
。
滑
走
路
増
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
37
年
の
供
用
予
定
に
向
け
、
着
実

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　社
会
資
本
整
備
に
よ
る
九
州
経
済

成
長
の
シ
ナ
リ
オ
を
自
治
体
、
経
済

会
等
と
共
有
し
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

更
な
る
発
展
に
は
重
要
と
考
え
て
お

り
「
九
州
圏
広
域
地
方
計
画
」
が
ま
さ

に
こ
れ
を
形
に
し
た
も
の
と
言
え
ま

す
。
今
年
度
末
に
は
、
計
画
決
定
を
目

指
す
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
参
り

ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
と
「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
対
策
計
画
」
を
、「
防
災
協
定
」
に

期
待　更

な
る
発
展
に
は
災
害
に
強
い
こ

と
が
前
提
条
件
で
す
。
九
州
は
豪
雨
、

火
山
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ

る
津
波
等
多
様
な
災
害
リ
ス
ク
が
存

在
し
ま
す
。

　昨
年
５
月
末
の
口
永
良
部
島
噴
火

時
に
は
、
噴
火
当
日
に
整
備
局
か
ら

Ｔ
Ｅ
Ｃ‐

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
を
派
遣
し
、

防
災
ヘ
リ
に
よ
る
降
灰
状
況
等
の
調

査
、
監
視
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
火
山
監

視
・
観
測
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　多
様
な
災
害
に
対
し
て
、
人
命
を

守
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
河
川
改

修
・
ダ
ム
建
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策

に
加
え
、
ソ
フ
ト
施
策
も
組
み
合
わ

せ
た
防
災
・
減
災
対
策
に
よ
っ
て
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
対
し
て
は
、「
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
地
域
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
昨

年
11
月
に
、
整
備
局
を
中
心
に
陸
上

自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
等
の
防
災
関

係
機
関
と
連
携
し
た
広
域
実
働
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
大
規
模
災

害
へ
の
対
応
力
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　ま
た
、
貴
協
会
と
、
昨
年
３
月
に

「
防
災
協
定
」
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
、

迅
速
に
危
機
管
理
委
員
会
を
常
設
委

員
会
と
し
て
設
置
し
、
平
時
よ
り
有

事
の
際
の
備
え
を
行
っ
て
頂
い
て
お

り
、
災
害
時
の
活
躍
に
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

経
営
環
境
の
改
善
と
先
端
産
業
へ
の

発
展
を
、
そ
の
人
材
確
保
へ

　九
州
地
方
整
備
局
は
、
人
材
確
保

に
つ
い
て
も
業
界
団
体
と
一
体
と
な

り
、
建
設
産
業
の
魅
力
や
大
切
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
、
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　特
に
、「
ｉ‐

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
等
に

よ
る
３
次
元
測
量
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機

械
を
用
い
た
情
報
化
施
工
の
推
進
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
規
格
の
標
準

化
、
施
工
時
期
の
平
準
化
に
よ
る
建

設
産
業
の
生
産
性
や
安
全
性
を
飛
躍

的
に
向
上
さ
せ
、
企
業
の
経
営
環
境

の
改
善
や
建
設
業
の
先
端
産
業
へ
の

発
展
を
実
現
し
、
魅
力
あ
る
建
設
現

場
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
高
い
専
門
的
知

識
と
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
持
つ
九

州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
会
員
皆

様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
て
い

ま
す
。

　建
設
産
業
は
、
地
域
の
基
幹
産
業

で
あ
る
と
と
も
に
、
経
済
、
雇
用
を
支

え
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
か
つ
社

会
基
盤
整
備
や
維
持
管
理
、
地
域
の

安
全
安
心
の
た
め
に
、
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
。

　今
後
と
も
皆
様
と
一
緒
に
安
全
・

安
心
で
元
気
な
九
州
の
社
会
資
本
整

備
・
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
高
性

能
・
高
品
質
な
製
品
の
開
発
な
ど
高

い
技
術
力
の
維
持
、
研
鑽
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

が
い
る
中
で
こ
の
制
度
を
立
ち
上
げ

た
理
由
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
特
化

し
た
人
材
育
成
」で
あ
る
。

★
試
験
の
最
高
得
点
者
を
協
会
が
社

会
人
ド
ク
タ
ー
に
養
成
す
る
な
ど

し
、
そ
の
学
位
取
得
者
が
大
学
等
と

の
共
同
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

業
界
に
お
け
る
技
術
的
課
題
を
解
決

す
る
な
ど
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
も
重
要
。

（
外
観
合
否
判
定
に
つ
い
て
）

★
地
方
整
備
局
に
よ
っ
て
は
、
外
観

合
否
基
準
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
流
用
す
れ
ば
、
九
州
版
の
外

観
合
否
判
定
基
準
が
作
れ
る
の
で
は

な
い
か
？

★
自
主
検
査
に
つ
い
て
協
会
統
一
基

準
を
策
定
し
、
九
地
整
に
提
案
し
て

は
ど
う
か
？

（
協
会
型
製
品
に
つ
い
て
）

★
多
種
類
の
自
転
車
道
側
溝
を
各
メ

ー
カ
ー
が
製
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、

基
準
の
統
一
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。

★
自
転
車
道
整
備
お
よ
び
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
（
縁
石
な
ど
）
に
つ
い

て
、
行
政
で
は
車
道
と
歩
道
の
分
離

や
歩
行
者
の
安
全
を
考
慮
し
て
、
従

来
よ
り
縁
石
を
高
く
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

前

頁

よ

り

➪

安
全
、
安
心
、
元
気
な
九
州
へ

　協
会
の
皆
様
に
期
待

国土交通省九州地方整備局長

鈴木　弘之

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長

鈴
木

　弘
之

Ａ
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History

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
温
14
度
の
水
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り

に
ガ
ブ
飲
み
す
る
。
と
は
い
え
、
時
は

11
月
。
身
体
の
中
か
ら
寒
く
な
っ
て

き
た
。
お
腹
を
壊
し
て
寿
命
が
縮
む

前
に
撤
収
せ
ね
ば
。
チ
ャ
ポ
チ
ャ
ポ

の
お
腹
を
抱
え
、
長
年
に
わ
た
る
思

い
を
遂
げ
た
私
は
一
路
帰
路
に
つ
い

た
。　と

り
あ
え
ず
写
真
を
載
せ
て
は
み

る
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
技
量
不
足
の

た
め
に
私
が
受
け
た
感
動
を
正
確
に

伝
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
が
ヒ

ド
く
残
念
で
あ
る
。
さ
て
、
次
は
も
う

少
し
足
を
延
ば
し
て
『
ベ
タ
踏
み
坂
』

に
行
っ
て
み
る
か
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　経
済
誌
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
が

平
成
26
年
８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

20
回
連
載
し
た
「
北
九
州
イ
ズ
ム
の

神
髄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
を

集
大
成
し
た
冊
子
が
北
九
州
市
広
報

室
報
道
課
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。　か

つ
て
北
九
州
市
が
抱
え
た
深
刻

な
鉄
冷
え
、
公
害
な
ど
の
構
造
的
不

況
を
い
か
に
し
て
克
服
し
て
き
た

か
、
逆
境
を
バ
ネ
に
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
や
風
力
発
電
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
さ
ら
に

水
道
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
の
東
南
ア

ジ
ア
へ
の
進
出
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
・

ヒ
ト
づ
く
り
へ
の
取
組
み
と
そ
の
意

気
込
み
が
熱
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
タ
イ
ト
ル
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

鉄
の
町
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
進
化
す
る
／

北
九
州
産
業
学
術
推
進
機
構
／
世
界

遺
産
、
ス
タ
ジ
ア
ム
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
／
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
ー
ト

ひ
び
き
／
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
注
目

さ
れ
る
都
市
鉱
山
／
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
20
％
の

節
電
を
達
成
／
低
炭
素
安
価
提
供

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
強
い
都
市
」
／
環
境

技
術
と
社
会
シ
ス
テ
ム
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
輸
出
／
水
道
水
を
安
価
で
販
売
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
仕
組
み
／
世
界
の
泥
炭
・
森
林
火

災
に
立
ち
向
か
う
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ

水
道
事
業
・
人
材
育
成
／
ベ
ト
ナ
ム

へ
Ｗ
ｉ
ｎ‐

Ｗ
ｉ
ｎ
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
で
す
。

　市
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
非
売
品
で

企
業
な
ど
関
係
筋
に
配
布
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
身
近
に
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　松
山
直
英

　ま
る
で
海
の
上
を
疾
走
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
つ
つ
、
１

７
０
０
Ｍ
以
上
の
橋
を
渡
る
。
ど
こ

ま
で
も
続
く
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン

の
海
。
し
か
も
こ
の
日
は
晴
天
。
何
と

い
う
絶
景
。
こ
れ
は
３
時
間
以
上
を

掛
け
て
で
も
見
に
来
た
か
い
が
あ
っ

た
と
い
う
も
ん
だ
。

　渡
っ
た
先
の
角
島
に
は
海
水
浴
場

が
あ
っ
た
。
美
し
い
海
と
真
っ
白
な

砂
浜
、
こ
ん
な
に
感
動
的
な
海
岸
は

な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
だ
ろ

う
。　次

に
、
こ
こ
ま
で
来
た
つ
い
で
と

言
っ
て
は
な
ん
だ
が
、
美
祢
市
に
あ

る
別
府
弁
天
池
に
も
行
っ
て
み
た
。

こ
こ
の
池
の
湧
き
水
は
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
で
、
そ
の
透
明
度
た
る
や
そ
れ

は
そ
れ
は
半
端
で
な
い
。
し
か
も
池

の
水
を
飲
む
と
不
老
長
寿
＆
財
宝
が

　
　
　
　
　
　
　
　授
か
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　言
い
伝
え
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　る
と
い
う
。な

　
　
　
　
　
　
　
　ん
と
ま
ぁ
有
難

　
　
　
　
　
　
　
　い
こ
と
だ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　ん
な
話
を
聞
け

　
　
　
　
　
　
　
　ば
、
飲
用
の
限

　
　
　
　
　
　
　
　界
に
挑
戦
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　の
は
自
然
の
摂

　
　
　
　
　
　
　
　理
で
あ
ろ
う
。

　海
の
上
に
架
か
る
デ
カ
い
橋
を
高

級
車
が
疾
走
す
る
Ｃ
Ｍ
を
見
て
、
こ

の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

お
よ
そ
日
本
ら
し
く
な
い
と
思
え
る

そ
の
場
所
は
、
大
分
県
か
ら
行
け
な

い
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
面

倒
く
さ
が
り
な
私
の
こ
と
、
思
い
立

っ
て
か
ら
す
で
に
９
年
間
程
経
過
し

て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

い
か
ん
。
人
間
い
つ
死
ぬ
か
も
し
れ

ん
。
重
い
腰
を
よ
う
や
く
上
げ
、
車
で

向
か
っ
た
先
は
下
関
市
の
角
島
大

橋
。　目

の
前
に
現
れ
た
こ
の
橋
の
圧
倒

的
な
存
在
感
は
な
ん
だ
ろ
う
。
橋
の

景
観
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
風
景
が
見

事
に
融
和
し
て
い
る
。
対
極
の
も
の

な
の
に
違
和
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
人
工
物
と
自
然
界
の
究
極
コ

ラ
ボ
だ
ね
。 Try

や
っ
と
行
っ
て
み
た

大
建
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　総
務
部

　生
野
美
和

「
北
九
州
イ
ズ
ム
の
神
髄
」

本　棚

Ａ

＜Ｐ１６　ＫＣクイズの解答＞

Ａ１　ＲＣ：Reinforced　Concrete＝鉄筋コンクリート。鉄

　筋で補強（Reinforced) したコンクリート

　　　ＰＣ：Prestressed Concrete＝プレストレストコンク

　　　リート。PC 鋼材等により圧縮力がかかった状態　　

　　　（Prestressed) のコンクリート

Ａ２　球形状。フライアッシュは微細な球形状をしている

　ため、ボールベアリング的作用により、コンクリートの

　流動性が改善される。

Ａ３　潜在水硬性。セメントの水和反応で生成した水酸化

　カルシウムなどのアルカリ性物質や、石膏などの刺激に

　より水和・硬化する性質。

Ａ４　セメントの製造過程で成分中に含まれる鉄分を少な

　くしているため。

Ａ５　イタリア。ローマ人がヴェスビオス火山の麓で取れ

　る火山灰と石灰、砕石を混ぜ合わせたものが水中で硬化

　し、強度を増すことを知り、伽藍や橋、水道橋などを造

　っていた。

Ａ６　植木鉢。1867 年の万国博覧会で鉄筋コンクリートを

　発表したとされる。

Ａ７　福井川橋梁。2006 年の工学院大学の調査では竹筋の

　使用は確認されなかったが、使用された可能性は残って

　いるとされる。

Ａ８　コンクリート＞アスファルト＞土＞水。一般的にコ

　ンクリート（23.0 ～ 25.0ｋN/ ㎥）、アスファルト（22.5

　ｋN/ ㎥）、土（18.0 ～ 19.0ｋN/ ㎥）、水（9.8ｋN/ ㎥）

Ａ９　混凝土

Ａ１０　ラーメン構造。部材の接合部（節点）を応力（モ

　ーメント）が伝達する剛接合とした構造。

Ａ１１　②製品の表面から主鉄筋の中心までの距離。

Ａ１２　シラス台地。



C O N P A S(7)

ＪＣＩのアンケート調査結果から見た
プレキャストコンクリート製品の普及について

大分大学工学部
福祉環境工学科・建築コース
教　授　　佐藤　嘉昭　（ＫｙｕＰＥＣ学界正会員）

　（一社）日本コンクリート工学協会（現、（公社）日本

コンクリート工学会、以下ＪＣＩ）のコンクリートジャ

ーナル（現、コンクリート工学）の１９７４年１月号に「２

０年後のコンクリートを考える」というコンクリートジ

ャーナル１００号記念アンケートの記事が掲載されてい

る。アンケートは土木、建築および関連業界で活躍され

ている方を対象に実施され（回収率８０％）、そのアンケ

ートには、コンクリート打設作業の省力化や専従労働者

の不足などによる現場打ちコンクリートの２０年後の品

質を問う項目が含まれている。それに対して、コンクリ

ート構造物の構築方法は省力化、簡略化、迅速化への移

行が進み、その大部分はプレキャスト部材の接合、組立

てによって造られるようになるということや、建物の機

能や設備機器の不備、将来更新などに備えて撤去も合理

的に行えることも重要という回答が寄せられており、回

答者の３０％程度の方がプレキャスト化ということに関

して肯定的な意見を述べている。では、その２０年後の

１９９０年から２０００年にかけてのプレキャストコン

クリート製品業界の実状はどのようになったかと言うと、

依然として、熟練労働者の不足と高齢化は深刻な状況下

にあり、コンクリート構造物の施工の合理化と省力化は

コンクリート構造物の品質と信頼性を確保するために緊

急性の高い課題であるとされている。

　ＪＣＩでは先のアンケートから２０年以上が経過して、

再度コンクリートの行く末を予想することも意味がある

ことと捉え、コンクリート工学の１９９９年１月号に３

０～５０歳のコンクリート工学分野の研究者並びに技術

者１００名を対象にアンケートを実施し、その結果を「続

２０年後のコンクリートを考える」として報告している

（回収率７３％）。そのアンケートには構造物の構造形式

を問う項目があり、基礎工を除くほとんどの構造物がプ

レキャスト化という設問に対して、１６％の方が予想さ

れる、２８％の方がどちらともいえない、６６％の方が

予想されない、と回答している。具体的な構造形式として、

維持管理の上から改修（リニューアル）しやすい構造形

式、例えば、部材別のプレキャスト化やカートリッジ式

に交換可能な形式が提案されているが、基礎工を除くほ

とんどの構造物がプレキャスト化という、かなり大胆な

状況を予想する回答者は少ないことを示した結果となっ

ている。

　さらに、ＪＣＩは平成１９・２０年度の２年間、「プレ

キャストコンクリート製品の設計と利用研究委員会」を

設けて、ＰＣａ製品に対する意識の違いや性能設計への

移行に当たっての問題点、リサイクル材など低品質材料

を利用する場合の課題、などに関して建築系と土木系に

分けてアンケート調査を実施している。その結果、在来

工法と比較して品質が安定することや施工工期の短縮が

図られ、労務事情が解決されること、さらに、環境にや

さしい工法であるという共通認識が得られてはいるが、

これらは上述したアンケート調査結果とほぼ同じ内容と

なっている。プレキャスト化率（セメント全消費量に占

めるプレキャストコンクリート製品の割合）はこの１０

年間程度を見ても１３％前後で推移しており、欧米に比

較してかなり低いとのことである。プレキャストコンク

リート製品にこれだけの利点がありながら普及しない理

由は、時代の要請に合った製品の開発、例えば、更なる

大型化・長尺化や更なる軽量化という技術開発が十分で

ないことや接合部の性能を確保する技術標準が整備され

ていないことも挙げられるが、製造者側はコストダウン

になると考えているのに対して、発注者や設計者、施工

者はコストの構成が不明瞭でコストダウンに繋がらない

と考えているところに一番の問題があるのかもしれな

い。プレキャスト化の目的はその時期における産業や経

済状況に応じて左右されることは言うまでもないが、い

くら良い製品を作ってもそれが商品として流通しなけれ

ばビジネスとしては成立しないということなのであろ

う。

C O N P A S (22)

襲
わ
れ
翌
日
命
を
落
と
す
。
享
年
41

才
。

畠
山
義
成
（
24
才
）
は
英
国
か
ら
米
国

に
渡
り
ラ
ト
ガ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
で
主

に
政
治
・
法
律
な
ど
の
社
会
科
学
を

学
び
’
71
年
に
帰
国
し
ま
す
。
岩
倉
使

節
団
の
通
訳
を
命
じ
ら
れ
、
随
員
と

し
て
世
界
を
ま
わ
り
、
日
本
に
帰
る

と
内
政
・
教
育
・
外
交
関
係
の
行
政
官

に
任
じ
ら
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
の

初
代
校
長
、
東
京
外
大
の
校
長
な
ど

務
め
る
。
’
76
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

万
博
出
席
の
帰
途
船
中
で
亡
く
な

る
。
享
年
34
才
。

吉
田
清
成
（
21
才
）
も
畠
山
と
同
じ
く

ラ
ト
ガ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
で
政
治
経
済

学
を
学
び
’
71
年
に
帰
国
。
大
蔵
省
に

出
仕
、
外
債
発
行
で
ワ
シ
ン
ト
ン
駐

在
の
森
有
礼
と
対
立
す
る
。
’
74
年
特

命
全
権
公
使
と
し
て
渡
米
し
条
約
改

正
に
専
念
。
帰
国
後
は
外
交
畑
を
離

れ
、
理
財
家
と
し
て
日
本
の
商
業
経

済
改
革
の
援
助
に
尽
力
す
る
。
46
才

で
病
没
。

市
来
和
彦[

松
村
淳
蔵]

（
24
才
）
は
、

畠
山
ら
と
同
じ
ラ
ト
ガ
ス
・
カ
レ
ッ

ジ
に
入
学
す
る
も
留
学
当
初
の
任
務

「
海
軍
技
術
」
習
得
す
る
た
め
、
’
69
年

ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
兵
学
校
に
再
入
学

す
る
。
’
73
年
卒
業
し
帰
国
、
同
年
日

本
海
軍
に
入
る
。
’
76
年
に
は
海
軍
兵

学
校
長
に
就
任
し
、
海
兵
教
育
の
普

及
に
貢
献
す
る
。
海
軍
中
将
で
退
役
。

享
年
76
才
。

　
最
後
に
留
学
生
最
年
少
の
13
才
長

沢
鼎
は
、
森
有
礼
ら
と
’
67
年
渡
米
し

ト
マ
ス
・
ハ
リ
ス
に
従
い
’
75
年
サ
ン

タ
ロ
ー
ザ
へ
移
住
し
ま
す
。
ハ
リ
ス

が
’
79
年
に
開
い
た
ブ
ド
ウ
園
で
働

き
’
92
年
ハ
リ
ス
が
病
気
の
為
現
地

を
離
れ
る
と
経
営
を
引
き
継
ぐ
。
さ

ら
に
ハ
リ
ス
が
亡
く
な
る
と
遺
産
を

相
続
し
、「
葡
萄
王
」
と
呼
ば
れ
終
生

米
国
で
暮
ら
し
ま
す
。
初
め
て
の
帰

国
は
’
97
年
で
そ
の
後
３
回
ほ
ど
一

時
帰
国
し
て
い
ま
す
。
留
学
生
の
中

で
は
た
だ
１
人
昭
和
の
時
代
ま
で
生

き
る
。
享
年
82
才
（
１
９
３
４[

昭
和

９]

）

《
参
考
資
料
》

南
日
本
新
聞
「
黎
明
を
駆
け
る
」
１
～
６
よ
り

　
　
　
広
報
委
員
（
鹿
児
島
）
　
　
尾
堂
友
紀

　
日
経
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
１
月

号
電
子
版
に<

長
寿
の
秘
訣
は
美
し

さ
、
表
層
品
質>

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い

う
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
小
見
出

し
は<

こ
れ
か
ら
は
見
栄
え
で
勝
負>

と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
日
頃
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
製

造
に
携
り
、
製
品
の
外
観
を
美
し
く

安
定
さ
せ
る
こ
と
に
悪
戦
苦
闘
し
て

い
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
は

勘
弁
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
本
音

で
す
。
記
事
は
直
接
は
場
所
う
ち
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の
内
容
で
、

そ
の
長
期
耐
久
性
と
表
面
の
密
実
さ

が
深
い
関
係
を
も
つ
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
を
画
像
で
管
理
し
次
の
作
業
の

改
善
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
手
法

の
紹
介
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
外
観
、
ひ

び
割
れ
な
ど
は
、
こ
れ
が
当
た
り
前

の
性
状
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
各
方
面
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
く
な
り
よ
り
一
層
の
品
質
向

上
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
紹
介
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表

層
・
ひ
び
割
れ
防
止･

自
己
治
癒
性
能

な
ど
の
新
技
術
が
早
く
生
産
現
場
に

利
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　　
近
年
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
に

よ
る
事
故
も
多
発
し
、
そ
の
維
持
補

修
に
関
心
が
集
ま
る
昨
今
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
が
日
頃
つ
く
っ
て
い
る

製
品
に
つ
い
て
も
長
期
耐
久
性
に
考

慮
し
そ
の
管
理
改
善
に
つ
い
て
参
考

と
な
る
記
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
昨
年
４
月
１
日
付
け
で
九
州

支
店
に
着
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
兵

庫
県
神
戸
市
の
出
身
で
す
が
、
弊
社

入
社
後
は
東
京
・
横
浜
・
北
関
東
と
関

東
エ
リ
ア
の
み
で
の
勤
務
経
験
し
か

な
く
、
今
回
が
初
め
て
の
西
日
本
へ

の
転
勤
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
九
州

と
い
う
土
地
に
慣
れ
る
こ
と
、
お
客

様
に
私
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
一
番

に
考
え
、
当
協
会
含
め
ほ
ぼ
全
て
の

会
合
・
イ
ベ
ン
ト
（
大
半
は
ゴ
ル
フ
で

す
が
・
・
・
）
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
日
の
浅
い
九
州
で
す

が
こ
の
９
カ
月
間
で
私
が
感
じ
た
こ

と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
九
州
は
ゴ
ル
フ
の
お
誘
い
が
多
い

→
平
成
27
年
は
人
生
で
一
番
ゴ
ル
フ

に
行
き
ま
し
た
。
腕
前
は
・
・
・
Ｃ
ｏ
ｎ

ｐ
ａ
ｓ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

②
食
べ
物
が
美
味
し
い

→
一
番
驚
い
た
の
が
鯖
の
刺
身
。
最

初
は
恐
々
で
し
た
が
、
口
に
入
れ
て

ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
呼
子
の
イ
カ
、
熊

本
の
馬
刺
し
な
ど
食
べ
る
物
が
全
て

旨
い
。
こ
の
店
の
○
○
が
旨
い
と
い

う
情
報
に
は
す
ぐ
に
飛
び
つ
く
。
九

州
を
食
べ
つ
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

③
海
岸
線
が
き
れ
い

→
休
日
に
は
家
族
で
『
海
の
中
道
』
に

よ
く
行
き
ま
し
た
。
糸
島
や
長
崎
の

海
岸
線
も
き
れ
い
で
す
ね
。
飛
行
機

か
ら
見
え
る
九
州
東
側
の
海
岸
線
は

見
て
い
て
飽
き
ま
せ
ん
。

④
福
岡
は
意
外
と
寒
い

→
南
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
暖
か
い
地

域
に
転
勤
に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
想

像
以
上
に
寒
く
て
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
暖
冬
な
の
に
寒
い
と

感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
寒
が

り
？

⑤
中
国
、
韓
国
の
旅
行
者
が
非
常
に

多
い

→
改
め
て
近
い
国
な
ん
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

⑥
沖
縄
に
行
け
る

→
弊
社
九
州
支
店
は
沖
縄
も
担
当
地

域
。
１
泊
で
行
く
と
初
日
は
仕
事
モ

ー
ド
を
キ
ー
プ
で
き
ま
す
が
、
２
日

目
は
ど
う
し
て
も
リ
ゾ
ー
ト
気
分
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
に
観

光
客
が
多
く
ど
う
し
て
も
気
持
ち
が

流
さ
れ
る
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

⑦
綺
麗
な
（
か
わ
い
い
）
女
性
が
多
い

→
出
張
で
来
た
弊
社
社
員
も
同
じ
こ

と
を
言
い
ま
す
。
特
に
夜
に
な
る
と

な
ぜ
か
一
段
と
多
く
な
る
。
も
っ
と

早
く
九
州
に
来
た
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
当
協
会
の
会
合
や
か
た

ま
り
会
で
関
西
弁
を
上
品
に
操
っ
て

い
る
声
が
聞
こ
え
た
ら
、
そ
れ
が
私

で
す
。
ま
だ
ま
だ
九
州
は
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
と
も

末
長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き

た
く
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

秘　　訣

長
寿
の
秘
訣
は
美
し
さ
、

見
栄
え
で
勝
負

大
建
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社
　
山
香
工
場
長
　
長
野
重
信

Transfer

『
九
州
に
転
勤
し
て
き
て
』

日
工
株
式
会
社
　
九
州
支
店
長
　
竹
波
勝
正

前

頁

よ

り

➪



C O N P A S (8)

　　　　　　　　　　当協会では主要事業の一つとして

　　　　　　　　　「プレコン管理士制度」を運営して

　　　　　　　　　いますが、制度運営にあたっては、

　　　　　　　　　講習会開催や資格認定試験実施、あ

　　　　　　　　　わせてプレコン管理士登録者への継

　　　　　　　　　続的なフォローアップの必要性等を   

                  技術委員会を中心に議論してきまし

　　　　　　　　　た。その中でも試験に合格・登録し

　　　　　　　　　た技術者に対する更なる技術力向上

　　　　　　　　　を目的とした取組みが必要であるこ

とから、初年度（平成２５年度）のプレコン管理士登録

者を対象として、はじめてのプレコン管理士ミーティン

グを実施しました。

　日時　平成２７年１０月９日（金）　

　　　　　１１：００～１６：３０

　場所　（現場見学）　熊本県国道５７号滝室坂

　　　　　　　　　　　※熊本河川国道事務所現場

　　　　（意見交換会）グランメッセ熊本（熊本県益城町）

　参加者２４名（Ｈ２５プレコン管理士登録者及び

　　　　　　　　協会技術委員）

　このミーティング実施に至るまで技術委員会では様ざ

まな企画を協議してきましたが、昨年３月に九州地方整

備局と防災協定を締結したことから、今年度は「被災地

の復旧」をテーマとした現場見学を実施することとなり

ました。また前述した協定の結果、九州地方整備局との

パイプができたことから、平成２４年に発生した北部九

州豪雨災害の被災地で、現在復旧工事が完了している熊

本県の国道５７号滝室坂を九州地方整備局熊本河川国道

事務所の担当官から説明していただけることとなりまし

た。

　当日は、参加者が意見交換会会場のグランメッセ熊本

に集合し、貸し切りバスに乗車。車内で河野技術委員長

より本ミーティングの趣旨説明が行われ、引き続き車内

で「国道５７号滝室坂復旧記録ＤＶＤ」を視聴し、あわ

せて熊本河川国道事務所より提供いただいた資料によ

り、現場見学における当時の被災状況および復旧工事の

概要と現在の状況を事前に確認しました。

　現場に到着後、同事務所阿蘇国道維持出張所の柴尾所

長よりパネルを利用した概要説明をいただき、現場を見

学しました。

平成２７年度プレコン管理士ミーティング実施報告

　平成２４年７月１１日から１４日にかけて九州北部

を中心に記録的な豪雨発生。熊本県阿蘇市阿蘇乙姫観

測所で最大時間雨量１０８ｍｍ、最大２４時間雨量５

０７．５ｍｍの観測史上１位の雨量となり、熊本県を

はじめ大分県、福岡県で甚大な被害が発生。なお、滝

室坂最寄りの坂梨雨量観測所では最大時間雨量１２３

ｍｍを記録した。

　国道５７号滝室坂周辺では、法面崩壊や土砂流出に

より１１箇所が被災、４．６ｋｍが通行止めとなった。

復旧工事が完了した滝室坂を見学する参加者

阿蘇国道維持出張所

柴尾所長からの概要

説明と参加者

★平成２４年７月の北部九州豪雨災害の概要

被災個所及び雨量観測所位置図

7/12　5：00 の雨雲レーダー

★滝室坂周辺の被災状況

法面崩壊した現場

次頁に続く

➪

C O N P A S(21)

こ
る
あ
に
内
構
所
鉄
製
の
役
現
る
い

代
世
次
て
し
全
保
に
切
大
を
産
資
録

産
資
な
重
貴
の
こ
に
々
方
の
く
多
り街 

70

に
秋
年

75
年

78

復
回
権
主
自
税
関
年

度
再
て
し
と
使
公
権
全
命
特
め
た
の

80

イ
ペ
ス
・
ル
ガ
ト
ル
ポ
年

年
35

た
し
国
帰
と
島
鮫

札
有
森

19

は

85
年

38

と
臣
大
部
文
代
初
で
才

日
の
布
発

89

２
年

月
11

に
徒
暴
日

は
70

市
弥
見
高

す
藩
脱
し
殺
暗
を
洋
東
田
吉
の
政
参

子
養
の
繁
原
良
奈
・
士
藩
摩
薩
に
後

も
る
す
仕
出
に
府
政
新

72

は
に
年

の
島
児
鹿
て
し
貫
一
等
員
教
館
士
造

年
53

く
じ
同
と
成
久
田
町

67

国
帰
に
年

た
し

明
盛
中
田

[

明
盛
倉
朝

]

村
中
は

ま
し
学
留
も
へ
ス
ン
ラ
フ
と
愛
博

め
務
を
訳
通
の
エ
ニ
ワ
コ
・
ア
ソ
ン

者
理
管
の
山
銀
野
生
県
庫
兵
で
縁
た

年
81

68

た
し
国
帰
月
６
年

愛
博
村
中

25

69

郷
西
年

年
58

く
じ
同

68

の
国
帰
月
６
年

尚
島
鮫

信

21

67

か
国
英
に
月
４
年

ハ
・
ス
マ
ト
家
教
宗
り
渡
に
国
米
ら

[

則
宗
島
寺

]

34

66

月
５
年

71

道
海
北
年

81

方
行
て
捨
を
族
家
し
職
辞
然
突
年

り
な
と
明
不

92

死
で
市
戸
神
年

去

49

て
い
続

　

66

に
秋
年

進
之
愛
郷
東

23

成
時
越
名

[

馬
平

]

21

績
実
田
町

[

郎
四
申

]

19

見
高

市
弥

31

郎
次
清
田
町

[

蔵
清

]

15

之
愛
郷
東

進
は

68

る
ま
始
ら
か
年

し
戦
転
を
地
各
し
陣
出
に
争
戦
辰
戊

年
27

成
時
越
名

で
男
嫡
の
敏
時
太
源
左
越
名
た
し
著

年

65

績
実
田
町

[

郎
四
申

]

し
介
紹
回
前
は

町
も
る
入
に
子
養
の
力
帯
松
小
度
１

年
62

蔵
清
田
町

[

行
実
部
財

]

成
久
田
町
も

め
務
を
訳
通
で
館
人
異
り
な
と
子
養る

18

安
弘
木
松

[

則
宗
島
寺

]

は
て
い
つ
に

た
し
国

之
孝
堀

語
英
門
名
の
崎
長
は

通
崎
長
は
父
祖
で
身
出
の
家
一
詞
通

辞
和
英
た
れ
さ
版
出
に
初
最
で
本
日

67

は
に
年

団
節
使
藩
摩
薩
の
会
覧
博
国
万
リ
パ

を
生
一
て
し
と
頭
番
番
一
の
代
五
は

り
49

亡
で
才

け
続
も
話
世
の

67

学
留
の
質
実

　

生
15

初
最
で
中
の
人

は
の
た
し
国
帰
に

衛
直
橋
村

[

成
久

]
 

23

れ
さ
免
罷
に
後
り
余
年
１
も
る
れ
ば

89
年
57

の
頭
会
代
初
所
議
会
法
商
阪
大
る
守

厚
友
代
五

老
元
・
卿
部
文
・
卿
務
外
と

Ｏ
Ｖ
ス
パ
ン
コ
当

　

Ｌ
23

留
は
で
号

に
順
た
し
国
帰
て
い
つ
に
生
学
留
の

ま
い
思
と
い
た
し
介
紹
を
後
の
そ

島
羽
野
木
串
に
月
４
年
５
６
８
１

　

到
に
ン
ド
ン
ロ
に
月
６
し
発
出
を

66

長
団
に
月
２
年

の

修
久
納
新

34

代
五

厚
友

31

之
孝
堀

22

安
弘
木
松

]

34

の
長
団

　

修
久
納
新

め
務
ど
な
事
判
所
判
裁
し
仕
出
に
府

85

治
18

年
10

支
島
大
月

ら
か
民
島
み
組
取
に
革
改
諸
の
美
奄

History

次

頁

に

つ

づ

く

➪

前

頁

よ

り
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C O N P A S(9)

　現場における応急復旧は実質１年程度で実施。また、

災害発生箇所を避ける形で仮橋を設置することで、３９

日間で通行止めが解除された。

　・復旧方針の決定

　　ＴＥＣ－ＤＯＣＴＯＲの出動要請および現地調査

　　（7/12）

　　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとの合同会議（7/16：国総研・

　　土研・整備局・事務所）

　　ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとの現地合同会議（7/26：国総

　　研・土研・整備局・事務所）

　・応急復旧の実施

　　（早期交通開放を目指し、２４時間体制で応急復旧

　　実施）

　　路面上の土石やがれきの撤去

　　土砂流入を阻止するための土嚢設置

　　新たな落石を防護するための鋼矢板設置

　　路肩崩壊部の大型土嚢および路面復旧　　

　・仮橋の施工

　　（応急復旧策として落石に影響のない別ルートの

　　仮橋案で決定）

　　崩壊斜面の二次災害危険を回避し安全を確保

　　迂回延長を短くして短期間での交通開放

　・仮橋の完成

　　仮橋諸元　：橋長　Ｌ＝８０ｍ、幅員　Ｗ＝７ｍ

　　　　　　　　（２車線）

　　仮橋の種類：プレガータ橋（上部：３径間単純桁、

　　　　　　　　下部：パイプ支柱式支保工＋Ｈ鋼杭、

　　　　　　　　橋台：ＥＰＳ工法）

　現場における本復旧は出水期を考慮し、およそ７カ

月での完成となった。本復旧は、学識経験者や国土交

通省土木研究所などの専門家による復旧対策工法検討

会議にて、吹付法枠工等による土砂崩壊対策や洞門工

（ロックシェッド）等による落石への被災を回避する

対策方針が決定された。

（法面復旧）

　崩壊法面には、浸食に弱い火山灰質土砂や不安定な

浮き石・転石が残留しており、斜面の土質状況や災害

の発生原因等を踏まえ、対策範囲や対策工法を決定。

　法面Ａ：吹付法面工、鉄筋挿入工（3,400 ㎡）

　法面Ｂ：モルタル吹付工、ワイヤーロープ掛工

　　　　　（2,400 ㎡）

　法面Ｃ：吹付法枠工、鉄筋挿入工（1,700 ㎡）

　現場では、斜面からの大量の湧水処理や、索道およ

びモノレールによる資機材の搬入搬出、およびバック

ホウの遠隔操作による無人化での土砂撤去を行う等、

施工の安全性や工期短縮に配慮。

（落石対策）

　斜面ＡからＣまでの範囲において、今後予想される

落石衝撃力 5,490ｋＮ以下の落石対策として、被災個

所の早期供用を含めた施工性および経済性を考慮し、

ＰＣロックシェッド方式を採用。ロックシェッド背面

盛土は、荷重軽減を図るためにＥＰＳ工法を採用。

　延長　　　Ｌ＝１２９ｍ

　内空幅　　Ｗ＝８～１０ｍ

　内空高　　Ｈ＝４．７ｍ

　緩衝砂　　Ｈ＝１．５５ｍ

　基礎：場所打ち杭　Ｎ＝６１本

　　　　（φ１．５ｍ　Ｌ＝６．５～１６ｍ）

法面崩壊や土砂流出で通行止めとなった区間

★応急復旧の過程
　（平成２４年７月１２日～平成２５年８月２０日）

仮橋による早期交通

開放のようす

左上：仮橋全景

右下：仮橋の車線

★本復旧の過程
　（平成２５年８月２０日～平成２６年３月末日）

被災地を上空から

みた写真

甚大な被害がみて

とれる

ＰＣロックシェッド工法による

復旧現場の断面図

同地は九州横軸の「交通の要衝」であること
から、災害発生から本復旧完了までに１年７
カ月という非常に短期間での作業となった。
また、この災害の後に、本格的に中九州横断
道路供用を見据えた滝室坂トンネルの新規事
業が採択され、現在に至っている。

次頁に続く
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Heritage

世
界
遺
産
の
あ
る
街

　北
九
州
市

　
平
成
27
年
７
月
、
ド
イ
ツ
の
ボ
ン

で
開
催
さ
れ
て
い
た
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
が
推

薦
し
て
い
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
　
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭

産
業
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
と
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

急
速
に
発
展
し
た
日
本
の
近
代
産
業

化
の
歩
み
を
証
言
す
る
産
業
遺
産
群

で
、
北
九
州
市
・
中
間
市
の
ほ
か
、
萩

や
長
崎
な
ど
九
州
・
山
口
を
中
心
と

し
た
８
県
11
市
に
ま
た
が
る
「
製
鉄
・

製
鋼
」
、「
造
船
」
、「
石
炭
産
業
」
関
連

の
23
資
産
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
構
成
資
産
と
し
て
、
１
９
０

１
年
に
操
業
を
開
始
し
た
「
官
営
八

幡
製
鐵
所
」
の
関
連
４
資
産
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

○
「
官
営
八
幡
製
鐵
所
」
誕
生

　
明
治
中
頃
、
日
本
で
は
殖
産
興
業

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
軽
工
業
の
発

展
が
始
ま
り
、
生
産
地
と
消
費
都
市

や
輸
出
港
と
を
結
ぶ
た
め
の
鉄
道
が

発
達
。
ま
た
、
当
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
っ
た
石
炭
の
輸
送
の
た
め
に
、

各
地
に
鉄
道
網
が
拡
大
し
て
い
き
ま

す
。
こ
う
し
た
発
展
に
よ
り
、
国
内
の

鉄
鋼
需
要
が
急
増
し
ま
し
た
。
し
か

し
当
時
日
本
は
そ
の
鋼
材
の
ほ
と
ん

ど
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
国

の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、「
自
前

の
製
鐵
所
が
必
要
だ
」
と
の
機
運
が

高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
遂
に
１
８
９

５
（
明
治
28
）
年
、
第
８
帝
国
議
会
で

製
鐵
所
設
置
建
議
案
が
可
決
、
翌
年

に
は
、
製
鐵
所
設
立
予
算
案
が
協
賛

さ
れ
る
と
と
も
に
、
政
府
か
ら
「
製
鐵

所
官
制
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
、
い
く
つ

か
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
防
御
に
優

れ
、
海
運
・
陸
運
に
便
利
で
、
災
害
も

少
な
く
、
何
よ
り
も
日
本
最
大
の
産

出
量
を
持
つ
筑
豊
炭
田
に
隣
接
す
る

北
九
州
地
域
が
優
位
と
な
り
、
地
域

の
熱
心
な
運
動
も
あ
っ
て
、
八
幡
村

へ
の
立
地
が
決
定
し
た
の
で
し
た
。

　
そ
の
建
設
に
際
し
、
創
業
前
、
設
備

と
技
術
導
入
の
た
め
に
、
技
監
に
就

任
し
た
大
島
道
太
郎
（
大
島
高
任
の

長
男
）
ら
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
品

種
少
量
と
い
う
日
本
の
鉄
鋼
需
要
構

造
と
似
て
い
た
ド
イ
ツ
の
技
術
を
採

用
す
る
こ
と
を
決
め
、
製
鉄
に
必
要

な
設
備
、
機
械
品
類
な
ど
の
設
計
を

ド
イ
ツ
の
製
鉄
会
社
、
グ―

テ
ホ
フ

ヌ
ン
ク
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
（
Ｇ
Ｈ
Ｈ
）
社
に

依
頼
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
国
の
威
信
を
か
け
た
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
、
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年

２
月
５
日
、
官
営
製
鐵
所
の
第
一
高

炉
に
歴
史
的
な
火
入
れ
が
行
わ
れ
た

の
で
す
。

■
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施
設

　
そ
の
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
創
業
期

の
建
物
が
今
も
健
在
で
あ
り
、
今
回

そ
の
４
施
設
が
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
と
し
て
世

界
遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

１
　
旧
本
事
務
所

　
旧
本
事
務
所
は
、
官
営
製
鐵
所
の

ヘ
ッ
ド
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
製
鐵
所
創

業
２
年
前
の
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年

に
竣
工
し
た
建
物
で
す
。
赤
煉
瓦
組

積
造
２
階
建
、
延
床
面
積
１
０
２
３

㎡
、
屋
根
は
和
瓦
、
煉
瓦
は
イ
ギ
リ
ス

積
み
の
中
央
に
ド
ー
ム
を
持
つ
左
右

対
称
形
の
建
物
で
、
設
計
、
建
設
は
製

鐵
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
海

沿
い
の
軟
弱
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
建
物
が
安
定
す
る
よ
う
に

基
礎
に
は
松
杭
を
用
い
、
そ
の
上
に

半
円
の
ア
ー
チ
を
設
け
て
建
物
を
支

え
る
と
い
っ
た
丁
寧
な
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年

に
枝
光
の
本
事
務
所
に
そ
の
機
能
が

移
転
さ
れ
た
後
は
、
鉄
鋼
に
関
す
る

研
究
所
や
検
査
室
な
ど
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

２
　
修
繕
工
場

　
修
繕
工
場
は
、
１
９
０
０
（
明
治

33
）
年
、
ド
イ
ツ
の
製
鉄
会
社
Ｇ
Ｈ
Ｈ

社
に
よ
る
設
計
と
鋼
材
を
用
い
、
製

鐵
所
で
使
用
す
る
機
械
の
修
繕
、
部

材
の
製
作
加
工
、
組
み
立
て
等
を
行

う
目
的
で
建
て
ら
れ
た
鉄
骨
造
の
建

物
で
す
。
当
初
は
桁
行
50
ｍ
の
建
物

で
し
た
が
、
そ
の
後
、
鋼
材
生
産
量
の

増
大
に
伴
っ
て
、
３
回
増
築
さ
れ
て

現
在
は
桁
行
１
４
０
ｍ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
存
す
る
鉄
骨
建
築
物
と
し
て
は

国
内
最
古
で
、
１
１
０
年
以
上
経
っ

た
現
在
も
修
繕
工
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
に
建
設
し
た
部

分
の
鋼
材
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｈ
社
の
鋼
材

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
の

増
築
部
分
で
は
八
幡
製
鐵
所
で
造
ら

れ
た
鉄
骨
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
内
部
で
は
１
０
０
年
以
上
前
に

設
置
さ
れ
た
中
央
走
行
ク
レ
ー
ン

が
、
当
時
の
形
を
留
め
な
が
ら
現
在

も
稼
働
し
て
い
ま
す
。

３
　
鍛
冶
工
場

　
旧
鍛
冶
工
場
は
、
修
繕
工
場
と
同

じ
く
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、
ド
イ

ツ
の
Ｇ
Ｈ
Ｈ
社
に
よ
る
設
計
と
鋼
材

を
用
い
、
製
鐵
所
建
設
に
必
要
な
鍛

造
品
（
大
型
の
ハ
ン
マ
ー
や
機
械
据

付
用
の
台
座
等
）
の
製
造
を
行
う
目

的
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
１
７

（
大
正
６
）
年
に
現
在
の
場
所
に
移
設

さ
れ
た
後
は
、
製
品
試
験
所
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
タ
イ
ル

の
床
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
製
鐵
所
創
業
時
の
文
書

や
図
面
、
写
真
ガ
ラ
ス
乾
板
、
門
標
、

レ
ー
ル
な
ど
約
４
万
点
に
及
ぶ
貴
重

な
資
料
を
保
管
す
る
史
料
室
と
な
っ

て
い
ま
す
。

４
　
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

　
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
は
、
１

９
１
０
（
明
治
43
）
年
、
官
営
八
幡
製

鐵
所
第
一
次
拡
張
工
事
に
伴
い
、
鉄

鋼
生
産
に
不
可
欠
な
工
業
用
水
の
送

水
施
設
と
し
て
遠
賀
川
東
岸
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
創
業
開
始
時
の
蒸
気
ポ
ン
プ
は
撤

去
さ
れ
、
１
９
５
０
年
代
に
現
在
の

電
気
ポ
ン
プ
に
取
り
替
え
ら
れ
ま
し

た
が
、
現
在
も
１
１
．
４
ｋ
ｍ
離
れ
た

八
幡
製
鐵
所
に
、
鉄
鋼
生
産
に
必
要

な
工
業
用
水
を
送
水
し
続
け
て
い
ま

す
。

■
世
界
遺
産
の
あ
る
街
「
北
九
州
市
」

こ
れ
ら
の
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施

設
は
、
現
在
も
生
産
活
動
を
行
っ
て

北
九
州
市
総
務
企
画
局
政
策
部

　世
界
遺
産
登
録
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　世
界
遺
産
担
当
係
長

　
　向
井

　正
人旧本事務所

（写真提供：新日鐡住金㈱八幡製鐵所）

修繕工場（1900 年）
（写真提供：新日鐡住金㈱八幡製鐵所）

旧鍛冶工場（1900 年）
（写真提供：新日鐡住金㈱八幡製鐵所）

遠賀川水源地ポンプ室（1910 年）
（写真提供：新日鐡住金㈱八幡製鐵所）
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○ライフラインである道路を早急に復旧するという目

　的で、実質１年で復旧させている成功例。

○施工が大変そうだった。全国各地で災害が増加して

　いることから、災害対応製品の開発の重要性を認識

　した。

○この現場のような災害復旧現場に対して協会で対応

　できる体制づくりが必要だと感じた。

（九地整と協会との間で締結した防災協定について）

○現状、メーカーの復旧対応は本復旧のブロック積擁

　壁提案である。

○生コン組合によっては、県との災害協定に基づき残

　コン・戻りコンなどで製造する簡易なコンクリート

　ブロックを事業所にストックしておき、災害発生時

　にトンパック（土嚢袋）の代わりに使用している。

○協会として緊急復旧時に必要とされる製品の開発も

　重要。

○協会型の製品があれば、災害時の在庫問い合わせ等

　についても確認、出荷をスムーズに対応できる。

（製造原価を下げるために考えられる方法について）

○原価低減する要素は材料価格、設計規格、製造管理

　になるが、製品の規格段階でコスト意識を持つこと

　が重要。

○かなりの数量が必要とされる災害ブロックの規格時

　には型枠回転効率を優先して検討した。また、製品

　によっては断面形状を変更することで、掘削量を減

　らすことができ、現場全体の工事費削減ができた。

○固定費をどうやって流動費化するかが課題。

○生コンと比べてプレキャストメーカーの配合はまだ

　余裕がある。配合をもっとシビアにすることで原価

　低減が可能となる。

○人件費を抑えるために型枠構造を変更する。

（これからのプレコン管理士の役割について）

○現実的にコンクリート技士の九州版のような認識で

　あった。

○「協会認定工場のプレコン管理士」として協会型製

　品の検査等に携わるような検査を含めたシステムを

　構築してはどうか。

○協会型製品等について、開発段階からプレコン管理

　士に携わってもらうような流れも作りたい。

　意見交換会では、それぞれのテーマ毎にパネラーや

参加者から様ざまな意見が出され、非常に有意義な会

議となりました。今後も技術委員会を中心として、技

術力の向上に資する企画を実施してまいりますので、

皆様のご協力をお願い致します。

　現場見学を終え、参加者全員がグランメッセ熊本に戻

り、意見交換会（座談会形式）を以下の内容で実施。業

界が抱える課題や日常の製造や品質管理に関する課題な

どが話し合われました。

　テーマ１　「災害現場視察を終えての所感」

　テーマ２　「九地整と協会との間で締結した防災協定

　　　　　　について」

　テーマ３　「製造原価を下げるために考えられる方法

　　　　　　について」

　テーマ４　「これからのプレコン管理士の役割につい

　　　　　　て」

　コーディネーター　　内田技術委員

　パネラー　

　(株 )ヤマウ福岡工場長　石崎敦郎氏※プレコン管理士

　不二高圧コンクリート (株 )小川工場品質保証課課長

　　浦上公貴氏　※プレコン管理士Ｈ２５年度最高得点者

　河野技術委員長

　松本技術委員　　　※プレコン管理士

（災害現場視察を終えての所感）

○現場はスケール感が違った。上部工のプレキャスト

　部材の幅が一本ずつ変化しているが型枠コストを考

　えるとメーカーでは同じサイズのものをいかに並べ

　るかを考えてしまう。現場では縦断横断の複合曲線

　施工で寸法が異なる部材を目地をずらすなどの工夫　

　で施工されていた。

コーディネーター
内田技術委員

パネラー
石崎敦郎氏

パネラー
浦上公貴氏

パネラー
河野技術委員長

パネラー
松本技術委員

パネラーとコーディネーター

【意見交換時の主な発言（抜粋）】

意見交換会会場全景

前頁より
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テールアルメの補強材が変わります！！

ジオシンセティックスを使用した「帯状補強土壁」になります！

特徴

補強材取付、土工とのラップ作業 必要施工ヤードの縮小

04 安全性 Safety

05 伸び特性

01 経済性 Economy

従来のテールアルメ（鋼製補強材：ストリップ）に比べ

「約１０％の工費削減」を可能にしました。

トータルコストの低減を実現。

02 施工性 Construction characteristics

部材点数削減による工数の削減　　　⇒６５％減

部材の軽量化による安全性の向上　　⇒９０％減

作業工程に合わせたストラップ取付

荷姿のコンパクト化による資材置場の削減　⇒６５％減　を実現。

１

２

３

４

03 軽量性 Lightness

鋼製補強材（ストリップ）と比べ、「補強材の重量が約 1/10」

になりました。

鋼製補強材（ストリップ） ジオシンセティックス（ストラップ）

ストリップ

合　計

ボルトナット

トラック

5,000×2.7kg/m = 13,500kg

13,708kg

1,600 本×0.13kg/ 本 = 208kg

10t 10t

ストラップ

合　計

ボルトナット

トラック

10,000m×0.17kg/m = 1,700kg

1,700kg

不　要

4t

■補強材重量比較 (A=500 ㎡ )

高耐久性ポリマー繊維（PET・PVA-L）を使用し、

沿岸部、寒冷地（融雪剤使用により）等塩害の恐れのある地域及び

アルカリ土壌など、高腐食下においても

「耐久性が向上」しました。

ジオストラップ（適用範囲：pH≦12）

錆びない材料を使用し

材料の耐久性向上

・塩害対策

・100 年対応

・厳しい環境土壌の適用

・場内、横持ち作業の軽減化　・ＣＯ2削減

・補強材取り付け作業の軽減化

0
0

5

0

20

15

10

50

45

40

35

30

25

2.5 5 7.5

ストラップ G=37.5(15%/min)

ジオグリッドＡ

ジオグリッドＢ

伸び率 ℇ （％）

引
張
力
Ｔ
（
kN)

・低減率が

　高く安全

・伸び率が

　少ない

低減係数

（常時）

ストラップ

ジオグリッドＢ

ジオグリッドＡ

０．２８

０．６０

０．６５

設計強度

９．８５ｋＮ／本
（２６．３ｋＮ／ｍ）

２１．６０ｋＮ／ｍ

２２．０　ｋＮ／ｍ

お問い合わせ・連絡先

〒812-0023
福岡市博多区奈良屋町 2番 1号
博多蔵本太田ビル７Ｆ

ヒロセ (株 )九州補強土事業部

TEL：092-283-7325　
FAX：092-283-8811

http://www.hirose-net.com
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　平成２７年度実施の市場調査回収状況は、会員事業所

１００％（４９／４９）、非会員事業所５９％（３５／

５９）の総計７８％（８４／１０８）で、近年の調査同

様高い回収率となった。また、大手・中堅メーカーから

の回収はほぼできており、データの精度が確保されてい

ると考えられる。

◆九州計・・・Ｈ２６年度の実績は、東日本大震災後の

「防災・減災」の重要性が謳われるなか、安倍政権が樹

立したＨ２４年度に比べて生産・出荷量ともに減少した。

また、Ｈ２４大型補正予算およびＨ２５当初予算増額な

らびに「国土強靭化」に基づく大幅な公共事業投資によ

るＨ２５年度と比べると更に大きな減少となった。Ｈ２

６年度の生産・出荷量ともに、当協会・市場調査を実施

した調査開始年度のＨ１１以降、最低の数値となった。

地域毎に検証すると、すべての県で生産・出荷量ともに

Ｈ２５年度から減少。特に、佐賀県・熊本県・大分県・

宮崎県・鹿児島県では前年比１０％以上の生産・出荷量

の減少となり、大分県の出荷と鹿児島県の生産・出荷で

は２５％前後の減少であった。

分類毎に検証すると、公共事業投資の減少から道路等に

使用される割合が多い「ボックス類」「擁壁類」「一般道

路用製品類」が１０％～２０％の減少。北部九州豪雨災

害の特需がひと段落した「河川・護岸用製品類」におい

ては３５％程度の大幅な減少となった。また、「農業用

製品類」も１０％程度の減少と、ほとんどの分類で減少

傾向であった。

◆福岡県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産・出荷ともに

１０％程度の減少となった。「ボックス類」が生産で２

０％、出荷で３０％の大幅な減少となったほか、「河川・

護岸用製品類」が北部九州豪雨災害復旧がひと段落した

ことを受け、生産・出荷とも３０％程度の減少となった。

その他の分類については、大きな増減はなかった。

◆佐賀県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産・出荷ともに

１１％～１２％の減少となった。「擁壁類」が生産・出

荷ともに２０％の減少、「一般道路用製品類」が生産・

出荷ともに６％の減少、「農業用製品類」が生産１４％

減少、出荷６％程度の減少となり、「河川・護岸用製

品類」では生産１７％減少、出荷３０％減少と大幅な

減少となった。

◆長崎県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産・出荷とも

に１０％程度の減少となった。「ボックス類」の出荷

が３８％減少、「擁壁類」が生産１２％増で出荷１２％

減少、「一般道路用製品類」が生産・出荷ともに１５％

程度の減少、「河川・護岸用製品類」が生産７％・出

荷２０％の減少であった。逆に「農業用製品類」は生

産４０％・出荷６０％の増加となった。

◆熊本県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産・出荷とも

に２０％程度の大幅な減少となった。北部九州豪雨災

害の復旧事業のひと段落の影響で、大幅な減少となっ

た地域のひとつである。その結果、「河川・護岸用製

品類」が生産・出荷ともに４５％程度の減少、「農業

用製品類」が生産・出荷ともに３０％超の減少となり、

「擁壁類」の生産２０％減・出荷１３％減や、「一般道

路用製品類」の生産２０％減・出荷２５％減少と相まっ

て、大幅な減少となった。

◆大分県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産が１２％出

荷が２２％の大幅な減少となった。大分県は熊本県同

様、北部九州豪雨災害復旧事業がひと段落した影響で

大幅な減少が見られた地域の一つである。その影響で

「河川・護岸用製品類」が生産３８％減・出荷５０％

減と大幅に減少、その他「ボックス類」が生産・出荷

ともに２０％程度減少、「擁壁類」が生産・出荷とも

に２０％程度の減少となった。

◆宮崎県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産が１２％・

出荷が１５％の減少となった。宮崎県は東九州自動車

道の特需が近年あったが、大分～宮崎間の全線開通を

受けて需要が減少した。その結果、「ボックス類」が

生産２０％減・出荷３０％減、「擁壁類」が生産・出

荷ともに１５％程度の減、「一般道路用製品類」が生産・

出荷ともに１０％超の減少となった。また、「農業用

製品類」が生産・出荷ともに２０％程度の減少、「河川・

護岸用製品類」も生産・出荷ともに２０％程度の減少

となった。

◆鹿児島県・・・前年度（Ｈ２５）比、生産・出荷と

もに２５％以上の大幅な減少となり、九州で最も減少

幅が大きい地域であった。分類毎においても、ほぼ全

ての分類で大幅な減少となり、「ボックス類」が生産・

出荷ともに３０％の減少、「擁壁類」が生産４０％・

出荷２０％の減少、「一般道路用製品類」が生産・出

荷ともに１５％程度の減少、「農業用製品類」が生産・

出荷ともに３５％の程度の減少、「河川・護岸用製品類」

が３０％前後の減少となった。鹿児島県においては、

特に発注量の大幅減が影響したようである。

市場調査報告（平成２７年度第１回例会・市場調査委員会活動報告の抜粋）

①市場調査回収状況

②県別生産・出荷量調査

次頁に続く
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九州支店
セメント営業部

福岡市博多区住吉１-２-２５812-0018 092-263-8455
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　国内におけるセメント販売量は、Ｈ１６～１８年度の

５，８００万ｔ前後から徐々に減少を続け、Ｈ２０年度

には５，０００万ｔを割り込み、Ｈ２３年度には４，１

００万ｔにまで減少した。その後、東日本大震災の復旧

や国土強靭化に基づく大型補正予算の確保等により、Ｈ

２５年度には４，７００万ｔまで増加したが、今回報告

分のＨ２６年度は前年度より４％減の４，５００万ｔと

なった。

　セメント製品向けの販売高を地域別でみると、東日本

大震災からの復旧が急がれる東北地方が需要増となった

ほか、東海地方、近畿地方も増加となった。反面、公共

事業投資の大幅な減少の影響を受けて、北海道、北陸、

中国、九州・沖縄地方が大幅な減少となった。比率につ

いては、全国で１３％と一般的にいわれるプレキャスト

化率と同等の比率（１３．３１％）であったが、それよ

り高い比率（１５％程度）であった東北、北陸、東海、

中国地方と、同等の比率であった北海道、関東、東海地

方、低い比率であった近畿、四国、九州・沖縄地方など

地域差が見られた。

◆九州計・・・全国の傾向と同様に、公共事業投資の

減少に伴い、九州でもセメント販売高（セメント製品

向け）が減少した。とくに減少が顕著であったのが、

大分・宮崎・鹿児島県であった。これは、市場調査の

生産量の減少とおよそ合致する減少であり、九州にお

ける”北高南低”の状況がみてとれた。また、各県の

比率（製品化率）については、全国（１３％）を上回

る福岡県・佐賀県・熊本県と下回る長崎県・大分県・

宮崎県・鹿児島県・沖縄県に分かれた。なお、長崎県・

沖縄県については製品化率が５％程度と、全国でも非

常に比率が低い地域であった。

③セメント用途別販売実績
　（全セメント販売高におけるセメント製品向けの販売高：九州・沖縄）

H24 372,704 100.0 364,403 100.0 205,577 100.0 215,619 100.0

H25 413,111 110.8 426,275 116.9 255,406 124.2 275,567 127.8

H26 338,059 90.7 341,097  93.6 224,214 109.0 215,611 99.9

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

熊　本　県 大　分　県

H25
→H26 - 81.8 - 80.0 - 87.7 - 78.2

250,744 100.0 240,536 100.0

281,319 112.1 287,099 119.3

248,305 99.0 244,706 101.7

生　産 減衰率 出　荷 減衰率

宮　崎　県

- 88.2 - 85.2

H24 378,010 100.0 378,117 100.0 1,979,484 100.0 1,955,066 100.0

H25 426,756 112.8 427,653 113.1 2,147,069 108.4 2,206,374 112.8

H26 308,571 81.6 322,485 85.2 1,843,413 93.1 1,833,037 93.7

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

鹿　児　島　県 九州　計

H25
→H26 - 72.3 - 75.4 - 85.8 - 83.0

H24 537,683 100.0 553,198 100.0 152,668 100.0 122,110 100.0

H25 553,165 102.8 541,588 97.9 169,790 111.2 167,270 136.9

H26 498,296 92.6 488,053 88.2 151,054 98.9 148,197 121.3

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

福　岡　県 佐　賀　県

【県別生産・出荷量】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：トン、％

H25
→H26 - 90.0 - 90.1 - 88.9 - 88.5

82,098 100.0 81,083 100.0

74,522 90.7 80,922 99.8

74,914 91.2 72,888 89.8

生　産 減衰率 出　荷 減衰率

長　崎　県

- 100.5 - 90.0

次頁に続く
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特定非営利活動法人九州コンクリート製品協会

組 織 図
平成28年 3月 1 日現在

* は協会理事・監事

総 務 企 画 委 員 会 広 報 委 員 会 市 場 調 査 委 員 会 技 術 委 員 会

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

沖縄県
担当理事

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

副会長
(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

インフラテック(株)
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

会　長

**

*

*

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監　事
三和コンクリート工業(株)

錦戸　保介
（熊本県）

**

(株)ヤマックス
茂森　潔
前　会長

顧　問
(株)ヤマウ
権藤　勇夫
前　副会長

危 機 管 理 委 員 会

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

総 務 企 画 委 員 会

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

中里産業(株)
中里　大作
（福岡県）

大野コンクリート(株)
大野　雅由
（福岡県）

共和コンクリート工業(株)
森　英樹
（福岡県）

大協コンクリート(株)
藤川　正治
（佐賀県）

副委員長

委員長

委　員

〃

〃

〃

*

*

インフラテック(株)
松山　隆文
（鹿児島県）

〃

市 場 調 査 委 員 会

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

本田工業(株)
本田　智
（福岡県）

(株)馬渡商会
平川　康司
（佐賀県）

三和コンクリート工業(株)
柴田　広隆
（熊本県）

(株)ヤマウ
吉田　晋也
（大分県）

(株)ヤマウ
木上　八市郎
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
村永　良一
（鹿児島県）

担当理事

担当理事

委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

(株)ヤマックス
木田　稔乙
（長崎県）

〃

広 報 委 員 会

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
鏑流馬　清規
（長崎県）

安永セメント工業(有)
安永　大志
（福岡県）

南九州コンクリート(株)
田畑　和章
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

委員長

担当理事

副委員長

委　員

〃

〃

担当理事 *

*

*

*

技 術 委 員 会

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

インフラテック(株)
河野　道文
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
山本　康雄
（福岡県）

麻生商事(株)
隈田　弘幸
（福岡県）

(株)ヤマウ
田中　圭司
（福岡県）

(株)馬渡商会
佐口　政人
（佐賀県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
内田　辰郎
（長崎県）

(株)ヤマックス
松田　学
（熊本県）

担当理事

担当理事

担当理事

担当理事

委員長

副委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)池永セメント工業所
野下　正吾
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
日高　聖治
（宮崎県）

〃

〃

(株)ヤマックス
松本　冬樹
（熊本県）

〃

理 事 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

副会長

会長

副会長

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

九州共立大学　教授
牧角　龍憲
（福岡県）

委　員

福岡大学　教授
添田　政司
（福岡県）

九州大学　教授
濵田　秀則
（福岡県）

佐賀大学　教授
伊藤　幸広
（佐賀県）

長崎大学　教授
原田　哲夫
（長崎県）

熊本大学　教授
村上　聖
（熊本県）

大分大学　教授
佐藤　嘉昭
（大分県）

宮崎大学　名誉教授
中澤　隆雄
（宮崎県）

鹿児島大学　教授
武若　耕司
（鹿児島県）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

危 機 管 理 委 員 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（長崎県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

副委員長

委員長

副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

【理事会及び各委員会名簿】

投 稿 歓 迎 ！！ 掲載された方には薄謝を進呈いたします

広報委員会では会員の皆様からの投稿
をお待ちしています。情報、意見、エッ
セイ、漫画など、内容は自由です。お
気軽にお送りください。なお、紙面の
都合上、原稿の一部を削除、変更した
りする場合がありますが、その時はご
了承ください。

特定非営利活動法人
九州コンクリート製品協会事務局
熊本市中央区水前寺３－９－５
(株 ) ヤマックス内
（〒８６２－０９５０）

TEL　０９６－３８１－８９９９
http://www.k-conpas.jp

送り先

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃 *

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃 *

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監事

三和コンクリート工業(株)
錦戸　保介
（熊本県）

〃

*

*

本紙への

ご意見・ご感想を ！！
本紙Ｃｏｎｐａｓへ、
皆さまの率直なご意見やご感想を
お聞かせ下さい。
これからの編集の参考にさせて
いただきます。　　　　　
　　　　　　　　　　　　広報委員会
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H24 308,181 17.26 100.0%

H25 325,494 16.09 105.6%

H26 322,020 16.17 104.4%

年度 重量 比率 増減率

福　岡　県 佐　賀　県

【セメント製品向け販売高の比率と増減率】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：トン、％

H25
→H26 - - 98.9%

長　崎　県

52,265 18.40 100.0%

61,213 18.92 117.1%

59,167 17.15 113.2%

重量 比率 増減率

- - 96.6%

20,206 4.20 100.0%

21,462 3.91 106.2%

26,195 5.47 129.6%

重量 比率 増減率

- - 122.0%

87,899 12.41 100.0%

99,575 11.72 113.2%

99,148 14.04 112.7%

重量 比率 増減率

- - 99.5%

熊　本　県

H24 42,764 7.38 100.0%

H25 53,927 7.84 126.1%

H26 42,801 7.74 100.0%

年度 重量 比率 増減率

大　分　県 宮　崎　県

H25
→H26 - - 79.3%

鹿児島　県

32,385 6.64 100.0%

39,814 8.07 122.9%

32,607 7.26 100.6%

重量 比率 増減率

- - 81.8%

77,465 9.48 100.0%

78,883 9.12 101.8%

63,689 8.15 82.2%

重量 比率 増減率

- - 80.7%

621,165 12.08 100.0%

680,368 11.75 109.5%

645,627 12.17 103.9%

重量 比率 増減率

- - 94.8%

九州　計

H24 48,068 6.43 100.0%

H25 51,276 6.11 106.6%

H26 53,582 5.47 111.4%

年度 重量 比率 増減率

沖　縄　県

H25
→H26 - - 104.4%

669,233 11.36 100.0%

731,644 11.04 109.3%

699,209 11.13 104.4%

重量 比率 増減率

- - 95.5%

九州・沖縄　計

5,636,169 12.88 100.0%

6,081,637 12.95 107.9%

5,997,101 13.31 106.4%

重量 比率 増減率

- - 98.6%

全国　計

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

九州：棒グラフ（兆円） 全国：折れ線グラフ（兆円）

90

70

60

50

40

30

20

10

80

H 4 H 6 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

84.0 78.8

7.31

7.65

H22 H23 H24 H25 H26 H27

71.4 68.5 66.2 61.3 56.8 53.7 52.8 51.6 51.3 47.7 48.2

7.19

6.92

6.96

6.29

5.72

5.32

4.94

4.88

4.95

全国：平成４年度の約５８％

九州：平成６年度の約５５％

4.54

43.0

4.67 4.03

41.9

4.13

43.3

4.02

44.2

4.20

48.7

5.13

4.89

47.1 46.2

4.21

　平成２７年度の九州地方における建設投資見通しは、

対前年比１４％程度の減少となり、全国の減少比率

（２％）と比べても減少幅が大きくなった。一時（Ｈ２

２年度）は全国・九州ともにピーク時の５０％程度まで

建設投資が減少したが、東日本大震災の復旧事業や自民

党政権における国土強靭化に対する政策で、官需・民需

ともに一時的に増加傾向であったが、Ｈ２５年度以降は

再び減少に転じている。

　全国における建設投資については大幅な減少とまで

はいかないが、実際の工事現場では以前から問題視さ

れてきた高齢化や熟練工不足が改善されておらず、建

設業界からは「予算の乱高下があると、新規従業員採

用や設備投資に踏み切れない」との意見が多く聞かれ

た。この機会に、「品質が保証された工場で生産され

る良質なコンクリート製品を採用することで、現場で

の労力を減らし、円滑な事業執行に貢献できる」とい

うことを、コンクリート製品業界全体でＰＲすべきで

あり、その結果プレキャスト化率の向上が実現できる

と考えられる。

④九州地域における建設投資見通しの推移

前頁より

➪

？
＜問題＞

Ｑ１　ＲＣとＰＣとは何の略か？

Ｑ２　フライアッシュコンクリートは普通コンクリートに比べ

て、ワーカビリティの向上および単位水量の減少が期待できま

す。それはフライアッシュのどのような形状によるものか？

Ｑ３　高炉セメントが硬化する要因は、材料である高炉スラグ

のどのような性質によるものか？

Ｑ４　白色セメントが白い理由は？

Ｑ５　コンクリートが誕生したとされる国は？

Ｑ６　1867 年フランス人の Joseph Moonier という庭師が鉄筋

コンクリートの特許を取りました。その製品とは何か？

Ｑ７　戦時中、鉄が不足していた時期に竹を補強材とした竹筋

コンクリートが使われていた。その竹筋コンクリートで架橋さ

れていたといわれる、長崎県松浦鉄道西九州線にある橋梁の名

前は何か？

？
ハテナ・・？　　ＫＣクイズ

Ｑ８　次の材料を密度（比重）の大きい順にならべなさい。

　　　水　　コンクリート　　アスファルト　　土

Ｑ９　コンクリートは漢字でどう書くか？

Ｑ１０　鉄筋コンクリート製のボックスカルバートの構造形式

は何というか？

Ｑ１１　鉄筋コンクリート構造物の構造計算に使用される設計

上の鉄筋かぶりとして正しいのは次のうちどれか？

　①製品の表面から主鉄筋の表面までの距離

　②製品の表面から主鉄筋の中心までの距離

　③製品の表面から配力筋の表面までの距離

　④製品の表面から配力筋の中心までの距離

Ｑ１２　近年、コンクリートの材料としても注目されている九

州南部の火山噴出物が堆積して形成された台地のことを何とい

うか？
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必
要
が
あ
る
。

○
総
合
評
価
制
度
に
お
い
て
様
ざ
ま

な
技
術
が
研
鑽
さ
れ
て
い
る
中
、
受

注
者
側
か
ら
工
期
短
縮
を
要
求
さ
れ

た
結
果
、
生
コ
ン
は
練
り
混
ぜ
な
ど

が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
、
品
質
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と

の
評
価
が
あ
る
中
、
そ
の
工
程
管
理

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
化
を
推
進
し
良
質
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
品
を
採
用
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

○
人
材
育
成
の
事
例
と
し
て
、
宮
崎

県
生
コ
ン
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
産

官
学
連
携
で
「
生
コ
ン
学
校
」
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要
望
）

○
発
注
者
側
が
「
現
場
打
ち
」「
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
製
品
」
の
採
用
基
準
を
明

確
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
結
果
、
生
コ

ン
業
界
も
製
品
業
界
も
明
確
な
指
標

が
で
き
、
無
駄
な
価
格
競
争
が
回
避

で
き
る
。

○
将
来
の
建
設
業
界
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
業
界
の
持
続
に
つ
い
て
懸
念

し
て
い
る
。
国
が
長
期
に
わ
た
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
示
し
て
欲
し
い
。

○
経
済
的
合
理
性
を
目
的
と
し
た
コ

ス
ト
の
課
題
を
詰
め
す
ぎ
る
と
、
企

業
は
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
。
需
要
が
増
え
れ
ば
必
ず

単
品
の
コ
ス
ト
は
安
く
な
る
の
で
、

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
経
済
合
理

性
の
み
追
求
し
な
い
で
欲
し
い
。

　近
年
精
神
障
害
に
よ
る
労
災
請
求

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
」
を
平
成
27
年
12
月
よ
り
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　今
回
は
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ

き
あ
う
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み
ま
し

た
。　「

ス
ト
レ
ス
は
人
生
の
ス
パ
イ
ス

で
あ
る
」
こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
学
説
を

唱
え
た
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
の
言
葉
で

す
。
ス
ト
レ
ス
と
言
っ
て
も
全
て
が

有
害
な
わ
け
で
は
な
く
、
適
度
な
ス

ト
レ
ス
は
心
を
引
き
締
め
て
、
仕
事

や
勉
強
の
能
率
を
あ
げ
た
り
、
心
地

よ
い
興
奮
や
緊
張
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
興
奮
や
緊
張
が
度

を
超
し
て
し
ま
う
と
心
や
か
ら
だ
が

適
応
し
き
れ
な
く
な
り
（
過
剰
反

応
）
、
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　ス
ト
レ
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
ま
す
。
自
分
の
身
の
回
り
に
ス

ト
レ
ス
要
因
が
な
い
か
、
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
反

応
が
出
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
な
る
と
、
心

や
身
体
、
日
常
行
動
に
次
の
よ
う
な

変
化
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

１

　心
理
的
側
面

　抑
う
つ
症
状
、
意
欲
の
低
下
、
イ
ラ

イ
ラ
等

２

　身
体
的
側
面

　高
血
圧
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
肩

こ
り
、
食
欲
不
振
、
不
眠
等

３

　行
動
的
側
面

　作
業
効
率
の
低
下
、
作
業
場
の
事

故
、
過
食
、
拒
食
等

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
ポ
イ

ン
ト

★
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
睡

眠
を
充
分
と
る
・
・
・
快
適
な
睡
眠
で

疲
労
回
復
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
事
故
防

止★
親
し
い
人
た
ち
と
交
流
す
る
時
間

を
持
ち
ま
し
ょ
う
・
・
・
心
の
中
に
あ

る
様
ざ
ま
な
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど

今
の
状
況
や
気
持
ち
を
話
す
こ
と

で
、
不
思
議
と
気
分
が
す
っ
き
り
し

ま
す
。

★
笑
い
の
す
す
め
・
・
・
笑
い
に
よ
っ

て
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た

り
、
癌
細
胞
を
攻
撃
す
る
Ｎ
Ｋ
（
ナ
チ

ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）
細
胞
が
活
性
化
し
、

免
疫
力
を
正
常
化
さ
せ
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。

★
出
来
る
だ
け
落
ち
着
け
る
環
境

を
・
・
・
自
分
独
自
の
空
間
を
つ
く
り
、

落
ち
着
け
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ

う
。

★
仕
事
に
関
係
の
な
い
趣
味
を
持

つ
・
・
・
仕
事
を
離
れ
た
趣
味
を
持
つ

こ
と
は
気
分
転
換
に
な
り
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
繋
が
り
ま
す
。

★
自
然
に
親
し
む
機
会
を
多
く
持

つ
・
・
・
ス
ト
レ
ス
の
多
い
職
場
か
ら

離
れ
、
自
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
変
え
る
の
に

役
立
ち
ま
す
。

★
適
度
に
運
動
す
る
・
・
・
適
度
な
運

動
を
す
る
こ
と
で
、
満
足
感
や
開
放

感
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
が
得
ら
れ
、

身
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
す
。

　上
記
事
項
を
参
考
に
、
自
分
に
合

う
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
み
つ
け
て
実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う

株
式
会
社
馬
渡
商
会

　
　松
尾

　平

health

前

頁

よ

り
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九州建設技術フォーラム実行委員会参画報告

　建設技術が一堂に集まり情報を発信する「九州建設技

術フォーラム２０１５」が平成２７年１０月５日・６日

の２日間にわたって福岡国際会議場（福岡市博多区）で

開催されました。

　今回のメインテーマは『九州の創生を担う建設技術』

と設定し、社会資本分野と公共政策、地域政策デザイン

分野の２名の講師を迎えて講演をいただきました。

　当協会も実行委員会構成団体として委員会出席や会員

社に対する当日の技術情報展示依頼などの対応を実施し

ております。

　会場では、産・学・官（企業・大学・行政）のブース

展示やプレゼンテーション、前回開催に引き続き維持管

理機器の展示・実演が行われ、約２，７００人の来場者

が技術情報を収集しました。

九州建設技術フォーラム実行委員会名簿

委員長　　日野伸一（九州大学副学長）

副委員長　国土交通省九州地方整備局企画部長

　　　　　福岡県県土整備部長

　　　　　（一社）日本建設業連合会九州支部長

　　　　　（社）福岡県建設業協会会長

　　　　　（一社）建設コンサルタンツ協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　九州支部長

委員【学】（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工

　　　　　学会九州支部、（一社）九州橋梁・構造工

　　　　　学研究会

委員【産】（一社）日本道路建設業協会九州支部、（一

　　　　　社）日本橋梁建設協会九州事務所、（一社）

　　　　　日本建設機械施工協会九州支部、（ＮＰＯ）

　　　　　九州コンクリート製品協会、（社）プレス

　　　　　トレスト・コンクリート建設業協会九州支

　　　　　部、（社）日本埋立浚渫協会九州支部、（一

　　　　　社）全国測量設計業協会連合会九州地区協

　　　　　議会、（一社）全国特定法面保護協会九州

　　　　　地方支部、（社）九州建設弘済会、（社）九

　　　　　州地方計画協会、（社）部九州河川利用協会、

　　　　　（一社）九州建設技術管理協会

委員【官】九州地方整備局企画部・港湾空港部・九州

　　　　　技術事務所・下関港湾空港技術調査事務所、

　　　　　福岡県、福岡市、北九州市、（独）水資源

　　　　　機構筑後川局、福岡北九州高速道路公社、

　　　　　西日本高速道路 (株 )九州支社このフォーラムはＣＰＤ（継続教育）プログラムに登録されています。

入場
無料

参加者総数（２日間）２，７００名

12：30～ 受付開始

13：00～ 開会式　　実行委員長挨拶（九州大学・日野副学長）

開会式
終了後

基調講演　「地形から見る都市の誕生と発展」
　　　　特定非営利活動法人日本水フォーラム　　代表理事・事務局長　竹村　公太郎氏
　　　　

14：30～ ブース展示 安　全 品　質 環　境 景　観 コスト ＩＣＴ

プレゼンテーション 土木学会

地盤工学会

ポスターセッション 技術概要集の配布 出展社カタログ配布

新技術相談窓口
国土交通省九州地方整備局　
　　企画部施工企画課、港湾空港部海洋環境・技術課、九州技術事務所、下関港湾空港技術調査事務所

2015/10/5（月）

安　全 品　質 環　境

景　観 コスト ＩＣＴ

9：30～ 受付開始

10：00～ 記念講演　「稼ぐインフラ」
　　　　九州大学産学連携センター　教授　　谷口　博文氏

ブース展示

プレゼンテーション

ポスターセッション 技術概要集の配布 出展社カタログ配布

新技術相談窓口

2015/10/6（火）

10/5と同様に実施

10/5と同様に実施

10/5と同様に実施
10：30～

次頁に続く

➪

C O N P A S(15)

　このフォーラムでは、国土交通省九州地方整備局によ

る「技術開発相談窓口」が開設され、参加者からの技術

に関する様ざまな質問に対応しました。また、このフォー

ラムは継続教育（ＣＰＤ登録）の対象であり、「土木学

会継続教育（ＣＰＤ)プログラム」「建設コンサルタン

ツ協会継続教育（ＣＰＤ）プログラム」「全国土木施工

管理技士会連合会継続教育（ＣＰＤＳ）プログラム」の

登録対象として開催されております。

　近年、建設現場における品質確保や工事コストの低減、

リサイクル、ＩＣＴに関する技術はもとより、今後増大

するインフラの老朽化対策や頻発する自然災害への対応

に向けた技術への期待が高まっています。このフォーラ

ムを通して産学官の技術が発展することにより、建設業

界における様ざまな課題解決に繋がるものと思われま

す。

　今後も、当協会は同フォーラムの実行委員として会員

社の技術情報の普及啓発に貢献してまいりますので、多

数の皆様のご出展・ご参加をお願い致します。

■
九
州
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会
実
施
報
告

　平
成
27
年
12
月
８
日
（
火
）
、
九
州

地
方
整
備
局
と
当
協
会
に
よ
る
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
『
建
設
資
材
対
策
九
州
地
方

連
絡
会
（
九
州
地
方
整
備
局
主
催
）
」

の
構
成
団
体
に
対
し
て
、
九
州
地
方

整
備
局
が
個
別
に
各
構
成
団
体
と

「
建
設
業
界
に
お
け
る
課
題
抽
出
と

意
見
交
換
」
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、『
業
界
に
お
け
る

担
い
手
の
中
長
期
確
保
・
育
成
に
つ

い
て
』
と
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
活
発
な

意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

日
時

　平
成
27
年
12
月
８
日
（
火
）

　
　
　14
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　八
仙
閣
（
福
岡
市
博
多
区
）

出
席
者

　国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
・
足
立
技
術
調
整
管
理
官
ほ
か

協
会
理
事
・
監
事
、
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学

界
正
会
員
、
技
術
委
員

　合
計
30
名

サ
ブ
テ
ー
マ

　①
担
い
手
の
中
長
期

確
保
・
育
成
に
つ
い
て
／
②
「
週
休
２

日
」
な
ど
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
／

③
建
設
業
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
対
応
能
力
に

つ
い
て
／
④
そ
の
他

　会
議
で
は
、
冒
頭
に
足
立
技
術
調

整
管
理
官
が
「
毎
年
開
催
し
て
い
る

建
設
資
材
対
策
九
州
地
方
連
絡
会
で

は
闊
達
な
意
見
交
換
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
課
題
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に

個
別
構
成
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
こ
と
で
建
設
業
界
に
お
け

る
率
直
な
意
見
を
聴
取
し
た
い
。
品

確
法
が
改
正
さ
れ
実
際
に
運
用
さ
れ

て
い
る
が
、
個
別
に
み
る
と
様
ざ
ま

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
法

律
に
つ
い
て
発
注
者
と
受
注
者
の
関

係
だ
け
で
み
る
の
で
な
く
、
下
請
や

メ
ー
カ
ー
す
べ
て
を
含
め
た
建
設
業

界
と
し
て
の
課
題
を
議
論
し
て
い
き

た
い
」
と
意
見
交
換
会
開
催
の
趣
旨

を
説
明
し
た
う
え
で
配
布
資
料
の
内

容
を
説
明
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
交
換
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

（
担
い
手
の
中
長
期
的
な
確
保
・
育
成

に
つ
い
て
）

○
業
界
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
改
善

が
必
要
。
企
業
・
業
界
全
体
で
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
若
手
確
保
が

で
き
る
。

○
職
場
環
境
や
雇
用
条
件
の
改
善
が

若
手
確
保
や
育
成
に
必
要
。

○
定
期
採
用
の
継
続
に
よ
る
「
ひ
ず

み
の
な
い
年
齢
層
」が
必
要
。

○
若
い
採
用
担
当
者
を
配
置
す
る
こ

と
で
学
生
等
に
対
す
る
ケ
ア
が
可
能

と
な
る
。

○
中
小
メ
ー
カ
ー
で
は
余
力
が
な
い

た
め
、
新
卒
の
定
期
採
用
す
ら
難
し

い
。
そ
の
結
果
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
じ
て
い
る
。

○
通
常
は
、
閑
散
期
に
あ
わ
せ
た
人

員
配
置
を
実
施
し
て
お
り
、
繁
忙
期

に
は
派
遣
社
員
の
補
充
な
ど
で
凌
い

で
い
る
の
が
現
状
。
発
注
の
平
準
化

が
実
現
す
れ
ば
中
小
メ
ー
カ
ー
で
も

そ
れ
に
あ
わ
せ
た
人
員
配
置
が
可
能

と
な
り
、
担
い
手
の
確
保
に
繋
が
る
。

○
九
地
整
と
し
て
も
発
注
の
平
準
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
県
や
市
町

村
で
は
そ
の
取
組
み
が
遅
れ
て
い

る
。
国
と
し
て
も
そ
の
取
組
み
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
。

（
「
週
休
２
日
」
な
ど
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
）

○
週
40
時
間
労
働
が
基
本
。
閑
散
期

は
完
全
週
休
２
日
だ
が
、
繁
忙
期
は

変
則
的
で
あ
る
。

○
若
手
従
業
員
で
は
土
曜
日
に
子
ど

も
の
行
事
な
ど
が
多
く
あ
り
、
父
親
・

母
親
と
も
に
週
休
２
日
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

○
発
注
の
平
準
化
が
実
現
す
れ
ば
計

画
的
な
生
産
が
可
能
と
な
り
、
完
全

週
休
２
日
な
ど
の
処
遇
改
善
が
で
き

る
。

○
最
近
の
学
生
の
傾
向
と
し
て
「
地

元
で
仕
事
が
し
た
い
」「
残
業
が
少
な

い
仕
事
が
し
た
い
」「
週
休
２
日
欲
し

い
」と
い
う
強
い
希
望
が
あ
る
。

（
建
設
業
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
対
応
能
力
に

つ
い
て
）

○
製
品
業
界
で
は
、
公
共
事
業
が
右

肩
下
が
り
の
時
代
に
工
場
の
統
廃
合

を
し
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
進
め
る

と
し
て
、
工
場
敷
地
の
確
保
な
ど
に

問
題
は
な
い
か
？

○
工
場
の
統
廃
合
を
進
め
た
結
果
、

現
時
点
で
急
激
な
需
要
の
増
加
に
対

応
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
滞
留
在
庫
が
ス
ム
ー
ズ
に
出

荷
で
き
れ
ば
工
場
敷
地
の
問
題
は
な

い
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
）

○
受
注
者
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の

使
用
を
希
望
し
て
も
現
場
打
ち
に
比

べ
て
施
工
費
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら

契
約
変
更
で
き
ず
、
受
注
者
負
担
の

「
施
工
承
諾
」
に
て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製

品
を
使
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
発
注
者
側
も
製
品
を
採
用
す
る

に
あ
た
り
、
耐
久
性
向
上
な
ど
で

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
安
く
な
る
と
い

う
設
計
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
る

意見交換会　会場全景

意
見
交
換
時
の
主
な
発
言
（
抜
粋
）

次
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